
取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日 2023年5月8日 2023年5月15日 2023年4月24日 2023年4月28日 2023年5月8日 2023年7月10日 2023年5月18日 2023年7月18日 2023年9月12日 2023年6月22日

【基礎情報】

日本語の名称 ビットコイン イーサリアム エックスアールピー ライトコイン ビットコインキャッシュ ニッポンアイドルトークン カルダノ/エイダ アルゴランド エイプコイン コスモス

現地語の名称 Bitcoin Ethereum XRP Litecoin Bitcoin Cash Nippon Idol Token CARDANO/ADA Algorand ApeCoin COSMOS

呼称 ー − ー − ー ー ー - ー アトム

ティッカーコード（シンボル） BTC、XBT ETH XRP LTC BCH、BCC NIDT ADA ALGO APE ATOM

発行開始 2009年1月3日 2015年7月30日 2012年9月（Ripple Consensus Ledgerの開始日） 2011年10月 2017年8月1日 2022年11月28日 2017年9月 2019/6/11 2022年2月14日 2019年4月23日（メインネットローンチ日）

時価総額（ドル基準） $547,224,717,624 $224,555,793,907 $23,917,670,857 $6,414,326,517 $2,262,341,661 $29,252,514 $13,088,381,617 $912,552,066 $420,849,229 $3,188,972,718

時価総額（円基準） ¥73,714,533,701,271 ¥30,539,587,971,352 ¥3,210,346,381,015 ¥874,144,417,675 ¥305,798,314,924 ¥4,160,000,000 ¥1,801,223,078,132 ¥126,404,911,362 ¥61,684,850,076 ¥452,178,086,179

主な利用目的 送金、決済、投資 送金、決済、スマートコントラクト 送付（送金）、決済、投資 送金、決済、投資 送金、決済、投資

・アイドル活動の運営の一部における意思決定（投票

権）

・アバターやNFT等のデジタルグッズの購入

・物販等の購入

・コンサートやイベント等のチケットの購入

・コンサートやイベント等におけるメンバーへの投げ

銭

・グループメンバーへのインセンティブ（退職金）

・ステーキング対応（将来的な構想）

送金、決済、投資 送金、決済、DApps、NFT、ガバナンス ガバナンス、決済、ステーキング ステーキング、決済、投資

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり なし あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり なし あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 ー − ー − ー ー ー なし ー −

利用制限の内容 ー − ー − ー ー ー − ー −

一般的な性格

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のた

めの、暗号計算および価値記録を行う記録者への対

価・代償として発行される暗号資産

・分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割

を果たす特徴を持つ

・XRPは金融機関の送金において法定通貨間のブリッ

ジ通貨としてオンデマンドの流動性を提供する役割を

有している。これによって金融機関は従来よりも格段

に流動性コストを下げつつも送金先のリーチをグロー

バルに広げることができる。

・XRPはXRP Ledger上での取引における取引料として

の性格も有している。ネットワークへの攻撃が起こっ

た時には手数料が自動的に釣り上げられるため、攻撃

が未然に防げる仕組みとなっている。XRPは3〜5秒ご

とにファイナリティをもって決済を行うことができ、1

秒につき1,500の取引を決済できるスケーラビリティを

有する構造となっている。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、価値記録を行う記録者への対価・代償として発行

される暗号資産。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、価値記録を行う記録者への対価・代償として発行

される暗号資産

Algorandエコシステム利用時のネイティブ（共通）通

貨として発行された暗号資産。分散型アプリケーショ

ンが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持つ。

ApeCoinネットワーク上のガバナンスなどに利用される

ユーティリティトークン。

ブロックチェーン間の相互運用を実現するプラット

フォームの構築を目的として、エコシステム及び記録

台帳の維持のために、手数料支払、インセンティブ付

与、投票を用途として発行された暗号資産

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第

２号の別）
第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
− − ー − − ー ー − − −

発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし なし なし なし なし なし なし − なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
ー − ー − ー ー − − ー −

支払請求（買取請求）による受渡資産 − − ー − − ー − − ー −

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー − ー − ー ー − ガバナンスへの参加 ー
なし（ただし、保有しているとステーキングへの参加

が可能）

発行者に対して保有者が負う義務 ー − ー − ー ー − − ー −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買によって決定する

交換（売買）の制限 ー − ー − ー ー − − ー −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性

ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲

線公開鍵暗号、シュノア署名等による暗号化処理を施

しデータを記録

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

・取引はED25519とSECP256K1によって暗号署名が行

われ、ハッシュにはSHA512 halfが使われる

・Multi-sign機能によって高度のセキュリティを可能と

している

Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワーク
ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲

線公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録。
公開鍵暗号の暗号化処理を施してデータを記録する。

アドレスを生成するアルゴリズムは、EdDSA（エド

ワーズ曲線デジタル署名アルゴリズム）が採用されて

いる。公開鍵からアドレスを生成するためにHMAC-

SHA512ハッシュ関数を使用している。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

できない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

困難である。

なし

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データを特定し記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の1つであり、一定の計算量を

実現したことが確認できた記録者を管理者と認めるこ

とで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する方

法

Proof of Stake

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、保有している

基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承認）の

成功確率が上昇する承認方式。

・XRP Ledger（XRPL）はビザンチン将軍問題を解決

する独自のコンセンサスアルゴリズムを採用し、

Proof-of-Workよりもより速くかつ効率的に取引を承認

することができる

・信頼される認証済み法人バリデーター（検証者）が

取引についての投票を行い、80%以上の合意が得られ

た取引については承認を行う。XRPLでは決済が3〜5秒

ごとに実行され、1秒につき1,500の取引まで対応でき

るスケーラビリティを有する

Proof of work

Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワークの仕

組みにより、Litecoinブロックチェーンの維持管理に参

加する者が、ブロック生成に必要な、およそ2分30秒

（150秒）間隔で発見可能な難易度に調整され、かつ完

全に確率的で計算コストの掛かる特定のナンス

（nonce）を見つけ、Litecoinネットワークに対し伝播

することをもって、維持管理参加者が指定するアドレ

スに対してプロトコルから付与される。

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引

を排除するための合意形成方式）の一つであり、その

ときのナンスのターゲット以下のブロックハッシュで

あるブロックを各自のノードが任意に取り込み、最も

計算量の多いチェーンを正当と見なす。

Proof of Stake（PoS）

コンセンサス・アルゴリズムの一つであり、ネット

ワーク上に一定量以上のETHを保有する記録者（バリ

データー）によってトランザクションの検証・承認が

行われる方法。

Proof of Stake

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、保有している

基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承認）の

成功確率が上昇する承認方式。

Pure Proof of Stake(PPoS)

ALGOをステークし、かつトランザクション検証を有効

にしたノードからランダムに記録者が選択される。選

択された記録者が価値移転記録を台帳に記載する方

式。

参照先：https://www.algorand-japan.com/pure-pos

参照先：https://algorand.foundation/algorand-

protocol/about-algorand-protocol

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採

用しているProof of Stake（PoS）と呼ばれるコンセン

サスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブ

ロックリワードを得るためにETHをステークしてお

り、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステーク

しているETHが破棄される可能性があるため、記録者

が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ

設計によって信頼性を確保している。

Delegated Proof of Stake（DPoS）に則って、投票に

より委任された記録者（バリデータ）が取引履歴を管

理し、ブロックを承認する。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

ー − ー BTC BTC ETH − − ー −

【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称

1 BTC = 1,000 m BTC　　　   ｍ：ミリ

1 m BTC=1,000 μ BTC　　　  μ：ミクロン

1 μ BTC=1 bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits=100 satoshi

finney=0.001ETH

szabo=0.000001ETH

wei=0.000000000000000001ETH

1 XRP = 1,000,000 drop

1 LTC = 1,000m LTC　　　   ｍ：ミリ

1 m LTC = 1,000μ LTC　　　  μ：ミクロン

1 μ LTC = 1 bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits = 100 satoshi

1 BCH= 1,000m BCH　　　   ｍ：ミリ

1 m BCH=1,000μ BCH　　　  μ：ミクロン

1 μ BCH=1bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits=100satoshi

NIDT ADA ALGO APE ATOM

保有・移転記録の最低単位 1 satoshi ( = 0.00000001 BTC) 1wei (=0.000000000000000001 ETH) 1 drop （ = 0.000001 XRP） 1 satoshi （ = 0.00000001 LTC） 1 satoshi （ = 0.00000001 BCH） 0.000000000000000001 NIDT 1lovelace = 0.000001ADA
0.000001 ALGO = 1 MicroALGO

参考元：https://www.algorand-japan.com/stake
0.000000000000000001 APE uATOM（1ATOM=1,000,000uATOM）

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 ー − ー − ー ー − なし ー −

制限内容 − − ー − − ー − − ー −

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし − なし なし



価値連動する資産等の名称 − − ー − − ー − − ー −

価値連動する資産等の内容 − − ー − − ー − − ー −

価値連動する資産との交換の可否 − − ー − − ー − − ー −

価値連動する資産との交換比率 − − ー − − ー − − ー −

価値連動する資産との交換条件 − − ー − − ー − − ー −

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 なし あり あり なし なし あり あり あり あり なし

付加価値（サービス）の内容 −
Ethereumネットワーク上でのスマートコントラクトの

記録と実行

金融機関の国際送金において流動性確保するためのブ

リッジ通貨として使われる。Ripple Labs Inc.とR3 LLC

が共同で行い、12の金融機関が参加した実証試験では

XRPを使用することで送金コストが60%低減できるこ

とが実証された。

− −

NIDTは、新規アイドルグループを創造するプロジェク

トにおいてコアとなるトークンである。利用者は、

トークンを保有あるいは使用することにより対象事業

における財・サービスの提供を享受できる。

ステーキングプールの運営やステーキング委任するこ

とで報酬を得ることができる。

Algorandは新しいトークン、NFTの発行やスマートコ

ントラクト、DAppsの作成ができる。また、Algorand

ユーザーはガバナンスの参加によって報酬を得る事や

トランザクションの検証、DAppsの使用ができる。

ApeCoinの保有者はApeCoin DAOに参加することがで

きる。
−

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 − 安定してサービスが続いている サービスは安定的に提供されている。 − − ー
サービスは安定的に提供されている。

https://roadmap.cardano.org/en/status-updates/

Algorandエコシテムには様々なDAppsが稼働してお

り、継続して付加価値を提供している。

https://ecosystem.algorand.com/

2022年3月24日からサービスを提供している。 −

【発行状況】

発行者 ー あり − − ー あり あり あり あり プログラムによる自動発行

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 Ethereum Foundation プログラムによる自動発行 プログラムによる自動発行 プログラムによる自動発行 株式会社オーバース Cardano Foundation Algorand Foundation Ltd. APE Foundation −

発行主体の所在地 − スイス連邦ツーク州 − − − 東京都千代田区麹町二丁目5番1号 半蔵門 PREX South スイス

シンガポール（1 George Street, #10-01 Singapore

049145）

参照先：

https://algorandfoundationv2.cdn.prismic.io/algorandf

oundationv2/120c23ac-cc63-4c42-a10e-

a53169fa4134_AF_Privacy_Policy.pdf

ケイマン諸島（Whitehall Chambers, 2nd Floor

Whitehall House, 238 North Church Street, PO Box

31489, KY1-1206, George Town, Grand Cayman,

Cayman Islands）

−

発行主体の属性等 − 次世代の分散型アプリケーションの開発 − − − 民間企業 非営利団体 民間企業 民間企業 −

発行主体概要
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

新規女性アイドルグループに関する企画及び運営を目

的として設立された。従来のアイドルグループの企画

および運営の方法にとらわれず、ブロックチェーン技

術を最大限に活用したエンターテイメントの可能性を

追求しながらアイドルグループの育成やマネジメント

を行う。特にNFT（ノンファンジブルトークン）やメ

タバースなどを活用しながらアイドル活動領域の拡大

を図り、従来の活動の枠を超えたアイドル像を追及す

ることにより、Web3.0を活用しつつ日本のアイドル文

化を世界中に発信していくことを目標としている。

Cardano Foundationがエコシステムの監督者、IOHKが

研究・技術開発担当、EMURGO Pte. Ltd.がブロック

チェーンソリューションサービスの開発と提供を担っ

ている。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理
ApeCoin DAOの決定を管理するために存在する法人 −

発行通貨の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証さ

れる仕組み

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記

録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・Ethereumネットワークにおける総ステーク量の2/3

以上のバリデーターによる承認によって移転記録が認

証される仕組み。

 ・Ethereumブロックチェーンによる保有・移転管理台

帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録

の保全能力

 ・保有・移転管理台帳の公開

XRPはオープンなネットワーク上で固有のコンセンサ

スアルゴリズムによって取引が承認され、暗号化技術

による堅牢なセキュリティ構造を有する。取引が承認

されるためには80%以上の認証済み法人バリデーター

が合意をする必要があり、承認された取引はグローバ

ルに共有されたパブリックな台帳に記録され、改ざん

不可能となる。

XRPは国際送金の法人向けユースケースをサポートす

る機能を有したデジタルアセットであり、銀行によっ

て直接保管され使用される実証試験が行われた唯一の

独立型暗号資産である。

XRPはネットワーク開始以降2900万回台帳が更新され

ており、2016年には一度もダウンタイムは発生してお

らず、強固なネットワークにより支えられている。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

最も計算量の多いチェーンを正当とみなす作業証明に

より信用を担保している。

NIDTはERC20の規格に基づいて発行されておりプロト

コル部分に関しては技術的に安定している。また、

コードレビューを行っているため信用力は担保されて

いる。

完全にランダムに選ばれた記録者達によってブロック

が承認されることにより信用力を担保している。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記

録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認

証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用によ

り信用力が担保される。

発行方法

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳デー

タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償としてプログラムにより自動発行

2012年のネットワーク発足時に全て発行済み

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

Ethereumブロックチェーン上のERC20トークン

として、1,000,000,000NIDTが全量発行された。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳

データ維持のための、価値記録を行う記録者への

対価・代償としてプログラムにより自動発行され

る。

プログラムによる自動発行
システムによる自動発行で初期発行時に全量の

1,000,000,000枚が発行されている。

プログラムによる自動発行。ステーキングされている

ATOMの数量に応じて、新規発行分が調整される仕組

みが実装されている。

発行可能数 20,999,999.9769 BTC 未定 100,000,000,000 XRP 84,000,000 LTC 20,999,999.9769 BCH 1,000,000,000NIDT 45,000,000,000 ADA 10,000,000,000 ALGO 1,000,000,000 APE 上限の規定なし

発行可能数の変更可否 可 不可 不可（全量発行済みのため追加発行無し） 可 可 不可 不可 不可 不可 上限の規定がないため該当せず

変更方法 発行プログラムの変更 −

XRP LedgerのP2Pサーバー向けソフトウェアである

rippledのプログラム変更（現時点では発行するプログ

ラム自体が存在しないので、新規に作成する必要があ

る）

発行プログラムの変更 発行プログラムの変更 ー ー − − −

変更の制約条件
分散型保有・移転管理台帳の記録者の95％以上の同意

及び記録者によるプログラム修正の実施
−

・80％以上のバリデーターが合意しなければならない

・合意後に、プログラムの修正を実施する必要がある
−

分散型保有・移転管理台帳の記録者の95％以上の同意

及び記録者によるプログラム修正の実施
ー ー − − −

発行済み数量 19,367,181 BTC 122,984,294.73ETH 100,000,000,000 XRP 71,468,410 LTC 19,384,856 BCH 1,000,000,000NIDT 34,119,639,156 ADA
10,000,000,000 ALGO

https://algorand.foundation/faq
1,000,000,000 APE 350,243,717ATOM （2023/6/22）

今後の発行予定または発行条件

・1ブロックを更新するごとに6.25BTCを新規発行して

いる

・210,000ブロックの更新を終えるごとに1ブロック更

新による新規発行数が半減する仕組みとなっている

・2023年5月8日16:06時点でのブロック数:788,759個

 （データ取得元）

https://www.blockchain.com/explorer

およそ10分に1ブロックを更新しており、日本時間2020

年5月12日に半減期を迎え1ブロック更新当たり新規発

行数が12.5BTCから6.25BTCとなっている。

PoSによるステーキング報酬として、およそ年率0.5%

程度のインフレ率で発行される

・2012年に全て発行されており、今後の発行予定は無

い

・発行済のXRPの約62%（2017年9月時点）をRipple

Labs Inc.が保有し、市場に分配している。約37%はす

でに市場に流通している

・採掘者は1ブロック発掘するごとに12.5 LTCが与えら

れる

・この数は約4年ごとに半減する（840,000ブロックご

と）

１回目: 2015年8月26日、２回目: 2019年8月5日

・Litecoinネットワークでは、Bitcoinのおおよそ4倍の

量の暗号資産、約84,000,000枚のLitecoinが生成される

事になる

− なし
ステーキング報酬（ブロック生成者並びにステーカー

に分配）
なし なし

ブロック生成ごとにステーキング報酬分が発行され

る。



過去３年間の発行状況

保有・移転管理台帳の管理者に対し、以下の数量を発

行

2019年1月1日〜2019年12月31日　677,888 BTC

2020年1月1日〜2020年12月31日　453,631 BTC

2021年1月1日〜2021年12月31日　329,325 BTC

2022年1月1日〜2022年12月31日　332,000 BTC

（データ取得元）

https://www.blockchain.com/explorer/charts/total-

bitcoins

・約15秒に一回のマイニング報酬としてETHが支払わ

れる

・2015年7月の稼働時は5ETHであったが、2017年10月

のハードフォークで3ETHに減少し、2019年1月のハー

ドフォークで2ETHへと減少した

・2020年1月時点では発行済量が105,867,881あり、

2022年6月24日時点では121,242,512へ増えた

ー（2012年に全て発行済） − ー 2022年11月28日に全量発行済み。
ブロックが生成される毎にステーキング報酬として発

行される。

ジェネシスブロック（2019年6月11日）にて全量となる

ロック済の10,000,000,000 ALGOが発行。

ロックされたALGOは2019年6月19日のICOにて25%が

解除されており、以降2030年に全量のロックが解除さ

れる。

参照先：

https://www.algorand.foundation/news/new-algo-

dynamics-overview

2022年2月14日に全量である1,000,000,000枚を発行し

ている。

ステーキング率66％の下で13％のインフレ率に収束す

るよう調整され発行されている。

過去３年間の発行理由

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行

・約15秒に一回のマイニング報酬としてETHが支払わ

れる

・2015年7月の稼働時は5ETHであったが、2017年10月

のハードフォークで3ETHに減少し、2019年1月のハー

ドフォークで2ETHへと減少した

・2020年1月時点では発行済量が105,867,881あり、

2022年8月30日時点では123,165,313へ増えた

ー − ー 資金調達 ステーキング報酬として発行されている。

ICOによる資金調達を目的として発行

参照先：

https://www.algorand.foundation/news/algorand-

foundation-announces-first-auction

エコシステム構築のため ICO、ステーキング報酬

過去３年間の償却状況 ー −
2018年5月28日の99,992,075,649から2022年8月30日ま

でに2,756,728が消滅され、99,989,318,921となった。
− ー ー − 19,000,000 ALGOがバーンされている ー −

過去３年間の償却理由 − −
ネットワークを攻撃者から守るためのメカニズムとし

て手数料を課し、その手数料分のXRPを消滅させる
− − ー −

早期償還プログラム対応のため

参照先：

https://algorandfoundation.cdn.prismic.io/algorandfo

undation/5c80fdd2-fe08-4bda-8ac5-

981b37908031_Early+Redemption+Confirmation.pdf

参照先：

https://algorand.foundation/news/the-algorand-

foundation-today-confirm-token-burn

ー −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 なし なし なし なし なし あり なし あり あり なし

監査を実施する者の氏名又は名称 − − ー − − TECHFUND PTE.LTD. −
Runtime Verification Inc.

（https://runtimeverification.com/）

①CertiK

②Chainsulting
−

直近時点で行われた監査年月日 − − ー − − ¥44,768 − 2021年10月14日 2022年3月18日 −

直近時点における監査結果 − − ー − − コントラクトに問題は確認されなかった −

Algorand Governance Rewardsのセキュリティレポー

トにて攻撃を受ける可能性のある問題が3点確認された

が、いずれも対処可能であり、脅威的ではないとされ

る。

参照先：

https://github.com/runtimeverification/publications/b

lob/main/reports/smart-

contracts/Algorand_Governance_Rewards_audit_repo

rt.pdf

2022/3/18に公表されたCertiK社による監査レポートに

おいてコミュニティのコンセンサスを得る事なくトー

クンを配布できる事から中央集権化のリスクが指摘さ

れた。これについてApeCoin DAOはトークンの配布に

ついてhttps://apecoin.com/aboutにて透明性を保つ事

でリスクを軽減している。

−

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型

パブリック型台帳（「ブロック」の代わりにその時点

での全ての情報を含む「台帳」（スナップショット）

が公開される）

パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
− − ー − − ー − − ー −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容
− − ー − − ー − − ー −

価値移転認証の仕組み

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移

転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

・独自のコンセンサスアルゴリズムに基づく

・3〜5秒ごとにバリデーターが台帳における新たな取

引について投票を行い、80％以上の合意を得た取引が

承認されたとみなされ、パブリックな台帳に記録され

る

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移

転記録台帳の記録を確定する

トランザクションの形式と多重支払いをしていないか

のチェック、ブロックの形式と最も大きな作業証明

(Proof of Work)を持つチェーンを確認している。後続

のブロックが連なるに従って、チェーンが覆る確率が

低くなっていき覆すのが難しくなる仕組みである。

台帳形式である。価値移転認証を求める暗号データを

記録者が解読し、利用者及び移転内容の真正性を確認

した後に、価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開／非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり なし あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵及び秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号

により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）を用い、

難易度の高い作業証明の蓄積されたチェーンが選択さ

れることがBitcoinのコンセンサスアルゴリズムによっ

て規定されており、データ改竄の動機を排除し、信頼

性を確保している。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

・健全なネットワークを保全する動機を有する認証済

法人バリデーターによって取引が承認される仕組みを

有している

・ネットワークの攻撃に対して自動的に取引手数料が

釣り上がる仕組みを有しており、攻撃を未然に防ぐこ

とができる

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号

により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）を用い、

難易度の高い作業証明の蓄積されたチェーンが選択さ

れることがコンセンサスアルゴリズムによって規定さ

れており、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

している。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号化により

連鎖する台帳群であるブロックチェーンと記録者によ

る多数決により移転記録が認証される仕組みを用い、

多数の記録者のネットワークへの参加を得ることに

よって、データ改ざんの動機を排除し信頼性を確保す

る。

独自のPoSコンセンサスアルゴリズム(ウロボロス)で、

完全にランダムに選ばれた記録者達によってブロック

が承認される仕組みである。保有量が多いほど記録者

に選ばれる確率が上昇するため、記録者による悪意の

ある行動を抑制し信頼性を保つことができる。

ランダムに選ばれた記録者達によってブロックが承認

される仕組み。ALGOの保有量が多いほど記録者に選ば

れる確率が上昇するため、記録者による悪意のある行

動を抑制し信頼性を保つことができる。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決と承認者による確認を経て移転記録が認証さ

れる仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

【価値移転の記録者】

記録者の数
不定だが主なPoolとそのシェアに関しては以下を参照

https://www.blockchain.com/charts/pools

10,367（2023年5月15日時点のノード数）

https://etherscan.io/nodetracker

116のバリデーター（検証者）ノード（2023年4月時

点）

注：他のパブリックブロックチェーンにも言えるよう

に、ノードは情報の共有を拒否することも可能である

ため、上記の数字はXRP Ledger Foundationが把握し

ている部分の数字のみを示している

https://livenet.xrpl.org/network/validators

マイニング・プールの数は約20だが、誰でも自由に記

録者になることができるため、総数については特定で

きない。

また、ハッシュレートが0.3％以上のマイニングプール

は14である。

参考　https://chainz.cryptoid.info/ltc/#!extraction

不定のため直近24時間・48時間・4日に機能した記録者

数として以下を参照

https://bch.btc.com/stats/pool?pool_mode=year

Ethererumに依存する。

2023年2月27日時点で528,214のアクティブバリデー

ターが存在する。

3,171

https://cardanoscan.io/

Algorandには1,230のアクティブノードが稼働している

事が確認できた。

参照先：

https://metrics.algorand.org/#/decentralization/

789,022 バリデーター（2023年9月12日）

https://beaconscan.com/
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記録者の分布状況

2023年5月現在のHashrate上位3カ国は、米国約35%、

カザフスタン約18%、ロシア約11%

https://worldpopulationreview.com/country-

rankings/bitcoin-mining-by-country

中国、米国、ロシア、ドイツなど 世界中に分散 世界中に分布 不特定

Ethererumに依存する。

2023年2月27日時点では主に米国（54.4%）、ドイツ

（16.7%）に存在する。

不特定 不特定

Ethererumに依存する。

2023年9月12日時点では主に米国（42.79%）、ドイツ

（20.5%）に存在する。

一部拠点を特定できない記録者がいるものの、アジ

ア・ヨーロッパ・アメリカなどに分布している

記録者の主な属性 誰でも自由に記録者になることができる。
不特定。

記録者は最低32ETHの保有が必要となる。

誰でも自由に記録者になることができるが、信頼され

ているバリデーターの投票だけが投票プロセスにおい

て考慮される

マイニング・プールが主流 誰でも自由に記録者になることができる。

Ethereumに依存する。

Ethereumでは32ETH以上をステーキングすることで記

録者になることができる。

誰でも自由に記録者になることができる。

Algorandアカウントに0.1ALGO以上保有していれば誰

でも自由に記録者になることができる。

https://algorand.foundation/faq

Ethereumに依存する。

Ethereumでは32ETH以上をステーキングすることで記

録者になることができる。

報酬を得るためにステーキング活動を行っているス

テーキングプール及びプール参加者

記録の修正方法
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

・取引が一旦記録されると、取引は変更することがで

きない

・承認された送金はキャンセルすることができないの

で、その送金を無効とするためには反対の取引を別途

行う必要がある

−
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

ブロック生成と共にファイナライズされるため、変更

することができない。

https://www.algorand.com/technology/immediate-

transaction-finality

基本的には、トランザクションが記録者によって承認

されると修正を行うことはできない。
ブロックに記録された後は修正・変更は行われない。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

・パブリックな台帳ネットワークを保持する動機があ

る、確認・証明済みの法人がバリデーター（検証者）

になっている。

・そのうち、トップのバリデーター運用のパフォーマ

ンスを示した複数のバリデーターのみがUnique Node

List （UNL）という推奨リストに追加され、ネット

ワークのノードによって参照されるため個々の記録者

の信用は必要としない仕組みになっている。

記録者が多数であることによって、個々の記録者の信

用に頼らない仕組みを構築しているため、価値喪失の

可能性はない

作業証明(Proof of Work)が最も多いチェーンが正しい

という合意によって信用が維持されている。

Ethereumのバリデーターとして参加するためには

32ETH以上のステーキングが必要であること、悪意の

あるバリデーターに対してステーキングするETHが没

収されるスラッシュと呼ばれる仕組みの存在から、悪

意のある攻撃の動機を排除することで信頼を確保す

る。

完全にランダムに選出された記録者がブロックの承認

を行う。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者の2/3以上が共同不正をしなければ取引記録の改

ざんは出来ない仕組みとなっている。

https://www.algorand.com/technology/protocol-

overview

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。また、個々の信用力に関して

も、不正を防ぐために、記録者は参加要請があった時

に参加しないと報酬を受け取れず、不正な行動をとる

とステークしているETHが没収される仕組みとなって

いるため、不正な行いは経済合理性に欠ける仕組みと

なっている。

記録者になるには資金力や信頼を獲得して上位180位ま

でに入る投票力を有し、ノードを運用する能力を持っ

ていなければならない。また、報酬を得るために正し

い記録を行う動機があり、その結果、現状はシステム

が正常に作動している。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし なし なし なし なし あり なし なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 − − ー − − ー root9B, LLC − ー −

直近時点で行われた監査年月日 − − ー − − ー 2020年4月21日 − ー −

その監査結果 − − ー − − ー

root9B, LLCによる監査が行われ、IOHKは指摘箇所を修

正済み。

参照：https://github.com/input-output-

hk/external_audits/tree/master/cardano/byron_rebo

ot

− ー −

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 − − ー − − ー ー − ー −

統括者の所在地 − − ー − − ー ー − ー −

統括者の属性 − − ー − − ー ー − ー −

統括者の概要 − − ー − − ー ー − ー −

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄することができる脆弱性があり、

51%攻撃とも呼ばれる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄すること発行プログラムを改変す

ることができる。

・信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、

台帳とデータは改ざんされる可能性がある。

・また、暗号資産の移転等を支えるコミュニティの崩

壊等により、暗号資産の移転が不可能となる可能性及

びその他の理由等に起因し、最悪の場合は、暗号資産

の価値がゼロとなる可能性がある。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄すること発行プログラムを改変す

ることができる

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳の改竄およびブロックチェーンデータの

改変が可能になる

Ethereumに依存する。

ETHの総ステーク量の1/3以上を悪意のバリデーターが

占有することでネットワークの妨害が可能であるが、

実現可能性は極めて低い。

発行されているトークン全体の過半数を保持すること

で、記録台帳及びプログラムの改竄が可能である。

信頼するノードが意に反して結託した場合、台帳と

データは改ざんされる可能性がある。また、暗号資産

の移転等を支えるコミュニティの崩壊等により、暗号

資産の移転が不可能となる可能性及びその他の理由等

に起因し、最悪の場合は、暗号資産の価値がゼロとな

る可能性がある。

Ethereumに依存する。

ETHの総ステーク量の1/3以上を悪意のバリデーターが

占有することでネットワークの妨害が可能であるが、

実現可能性は極めて低い。

Delegated Proof of Stake（DPoS）コンセンサスアル

ゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力

を獲得した場合、妨害することが可能であるが、記録

者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくい

ものと考えられる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 −
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

・第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になり

すまして送付指示を行うことができる。

・XRP Ledgerは「Multi-Signing」という機能を有して

おり、取引を承認する際に複数の秘密鍵を使用するこ

とによって、１つの秘密鍵が盗まれても損失を被らな

いような堅牢なセキュリティ構造を提供している。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合は、利用者になりすま

して送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合は、利用者になりすま

して送付指示を行うことができる。
−

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項

BTC価格の下落（対法定通貨）等に起因したマイナー

撤退により、ハッシュパワーが低下し、セキュリティ

低下を招く可能性がある。

− ー − −

発行者は、対象事業を推進している組織であるため、

破綻により事業計画が遅延又は停止した場合、発行体

または新規暗号資産（NIDT）のガバナンスや価値が毀

損する可能性がある。

ただし、発行済のトークン自体はブロックチェーン上

に流通しており、万一対象事業が破綻した場合であっ

ても、発行者に依存しない利用用途が付加されている

ため、NIDTの価値が消滅する可能性は低いと考えられ

る。

− なし ー −

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項
− − ー − − ー −

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、ノードは純分に分散しており、全てが同時に

破綻する可能性は極めて低いと考えられる。また、

2023年7月18日時点のアクティブノードは全世界に約

1,230存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻

した場合であっても、価値移転作業に影響はないと考

えられる。

参照先：

https://metrics.algorand.org/#/decentralization/

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、バリデーターは2023年9月12日時点で全世界に

約789,022存在しているため、価値移転記録者の全てが

同時に破綻する懸念は低い。

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価

値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある

ものの、記録者が十分に分散している下ではそのよう

な状況は発生しにくいものと考えられる。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

マイニングに参加するマイナーが少ないもしくは全く

いなくなった場合、移転の記録が遅延もしくは進行し

ない恐れがある。

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブ

ロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性が

ある。

信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が

失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録が

遅延する可能性がある

また、信頼されるバリデーターが互換性のないソフト

ウェアのバージョンを使用した場合、大多数のバリ

データーが互換性のあるソフトウェアに移行するま

で、または、非互換のソフトウェアを使うバリデー

ターを投票プロセスから除外するという設定をするま

では価値移転の記録が遅延する可能性がある

・一旦、分岐したブロックの一方が否決された場合、

否決されたブロックに収録された取引は再び認証を得

なければ、次の送金が行なえなくなる

・記録者の目に留まらず、未承認データのまま放置さ

れる恐れあり

ブロック生成が遅れることによって記録遅延が生じ

る。

イーサリアム・ブロックチェーン上のトランザクショ

ンが過度に増大すると、台帳への記帳がされにくくな

り、結果として移転の記録が遅延するか、キャンセル

される場合がある。

他の暗号資産と同様に処理性能以上のトランザクショ

ンが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性があ

る。

Algorandブロックチェーンは設計上約1,000TPSとされ

ているため、それを超えるトランザクションが発生し

た場合は移転記録に遅延が発生する可能性がある。

参照先：https://developer.algorand.org/docs/get-

started/basics/why_algorand/#throughput

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台

帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブ

ロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性が

ある



プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの

改竄、同一のBitcoinの異なる者との取引、複数の所有

者が同一のBitcoin を同時に保有する状況などの不適切

な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログ

ラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じ

た脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記

録が異常な状態に陥る可能性がある。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

・どのようなソフトウェアにも言えることだが、ソフ

トウェアの不具合が問題を引き起こす可能性は否定で

きないが、XRP Ledger Foundationでは新しいバー

ジョンがアップデートされる前に入念なQAを行ってお

り不具合の可能性を最小化している。

・XRP Ledgerはこれまで2,900万回、一度もフォーク

などの大きな問題は経験することなく台帳を更新して

いる。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの

改竄、同一のLitecoinの異なる者との取引、複数の所有

者が同一のLitcoin を同時に保有する状況などの不適切

な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログ

ラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じ

た脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記

録が異常な状態に陥る可能性がある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの

改竄、同一のBitcoin Cashの異なる者との取引、複数の

所有者が同一のBitcoin Cashを同時に保有する状況など

の不適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出

のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新

たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値

移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

NIDTは、Ethereumブロックチェーン上に発行される

ERC20トークンである為、プログラムの不適合による

リスクはEthereumに依存する。リスクに関する特記事

項として、スマートコントラクト等のプログラムに未

知なる脆弱性が発見された場合、NIDTにも影響する可

能性はある。しかし、Ethereumブロックチェーンは

オープンソースプロジェクトとして多くの開発者が関

与しており、脆弱性が発見された場合の対応能力は他

のブロックチェーンプロジェクトと比較して高いと評

価することができる。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され

る等のリスクはある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改ざんさ

れる等のリスクはある。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていな

い脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスク

は存在するものの、現状は正常に稼働している。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項

2018年9月に無限増殖バグ等が発見され、Bitcoinが無限

に発行できる危険性があったが、既に解消されてい

る。

https://coinpost.jp/?p=47597

Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログ

ラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻

撃されて、集まったファンド資金３分の１以上を盗み

取られた事例がある。

ー

・2016年、Cryptsy交換所（倒産）がハッキングを受

け、100,000,000円相当のLTC（300,000 LTC）が盗難に

遭った事例がある

・BTCとは異なり、すべてのLTCがホットウォレットで

管理されていたとされる

2019年5月15日ハードフォーク後バグ発生

https://cc.minkabu.jp/news/2557
ー − なし

プログラムの不具合では無いが以下のような攻撃が

あった。

2022年3月18日に高額NFTのBAYC（Bored Ape Yacht

Club）の発行者のYuga Labsは、BAYCとMAYCのNFT

保有者にガバナンストークンのAPEコインをエアド

ロップ（付与）した。このエアドロップの仕組みの穴

をついたユーザーがフラッシュローンで本来の対象者

ではないのに約1.3億円相当のAPEを獲得。

深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない。

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況

Bitcoinのハードフォークは以下の通り

2017年8月1日 ビットコインキャッシュ（BCH）

2017年10月24日　ビットコインゴールド（BTG）

2017年11月24日　ビットコインダイヤモンド（BCD）

2017年12月12日　スーパービットコイン（SBTC）

2017年12月18日　ライトニングビットコイン

（LBTC）

2017年12月27日　ビットコインゴッド（GOD）

（取得元）https://coinpedia.cc/bitcoin-hard-fork

2016年7月 The DAOの攻撃によって盗まれたDAOを取

り戻すEthereum Classicハードフォーク（注1）

2017年7月に発生した盗難案件をきっかけに、2018年1

月に再び分裂しEthereum Zeroが誕生

2022年９月一部のETHマイニング団体がEthereum

Proof of Workモデルをサポートし続けるため、再び分

裂しEthereum PoWが誕生予定

ー −

2018年11月16日　ABC系とSV系の分裂

2020年11月15日　ABC系とBitcoin Cash Node(BCHN)

の分裂

ー

2023年2月に「The Valentine (SECP)」のアップグレー

ドを実施。

参考

https://iohk.zendesk.com/hc/en-

us/articles/14669691361433-Ecosystem-readiness-

for-the-SECP-upgrade

なし

Ethereumに依存する。

2023年：Shanghai/Capella

2022年：Paris(The Merge)

　　　　 Bellatrix

　　　 　Gray Glacier

2021年：Arrow Glacier

　　　　 Altair

　　　 　London

　　　 　Berlin

−

今後の非互換性アップデート予定 ー − ー − − ー − なし ー −

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 ー − ー − − ー − なし ー −

【流通状況】

価格データの出所

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/bitcoin/

出所：Etherscan

URL:https://etherscan.io/stat/supply

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/xrp/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/litecoin/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/bitcoin-

cash/

出所：DMM Bitcoin

URL：

https://bitcoin.dmm.com/trade_chart_rate_list/nidt-

jpy

出所：CoinMarketCap

URL

https://coinmarketcap.com/currencies/cardano/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/algorand/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/apecoin-

ape/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/cosmos/

１取引単位当たり計算単価（ドル） $28,255.25 $1,825.89 $0.46 $89.75 $116.69 $0.03 $0.38 $0.12 $1.14 $9.20

１取引単位当たり計算単価（円） ¥3,806,155.93 ¥248,321.00 ¥61.97 ¥12,231.20 ¥15,753.00 ¥4.16 ¥51.64 ¥16.39 ¥167.35 ¥1,304.58

ドル/円計算レート 1ドル/134.7円 1ドル/136.00円 1ドル/134.25円 1ドル/136.28円 1ドル/135.03円 1ドル/142.21円 1ドル/137.62円 1ドル/138.55円（2023年7月18日時点） 1ドル/146.80円（2023年9月12日時点） 1ドル/141.80円

四半期取引数量（協会加盟会員合計） 1,516,219 707,811 百万円 143,784 9,355 ー ー − − ー −

備考 −

注1　旧来のイーサリアムをハードフォークすることに

より、2016年6月の自律分散型投資ファンド「The

DAO」への攻撃によって盗難されたDAOを救出した。

このHFを支持しなかったマイナーによって存続するこ

ととなった旧仕様のイーサリアムはEthereum Classic

に改称され、HF側がイーサリアムの名称を引き継い

だ。スマートコントラクトの実行プラットフォームと

して開発された現在のETCの性格を引き継いている。

− −
2017年8月Bitcoinのハードフォークにより組成された暗

号資産。
ー

プレセール時の紹介方法や最低購入単価が高額だった

こと及びADAを宣伝する企業がバーチャルオフィスを

利用していた等の理由により、当初ADAは詐欺コイン

ではないかとの風評があった。その後、ADAが発行さ

れているCardanoプラットフォームの優位性や透明性を

もって開発が進められていることが周知されるに従

い、これらの風評が払しょくされたという経緯があ

る。

−

2022年12月9日、ApeCoinプロジェクトの関連企業であ

るYuga Labs社が証取法の規定に違反したとされ、

Scott+Scott Attorneys at Law LLPによって集団訴訟を

提起されている。

ー



取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日 2023年5月24日 2023年5月12日 2023年4月26日 2023年4月25日 2023年6月19日 2023年5月17日 2024年1月22日 2023年5月10日 2023年9月14日 2023年4月27日

【基礎情報】

日本語の名称 アバランチ
アクシーインフィニティ/アクシーインフィニティ

シャード
ベーシック アテンション トークン チリーズ ドージコイン ポルカドット/ドット エンジンコイン イーサクラシック/イーサリアム クラシック FC Ryukyu Coin（FCRコイン） フレア

現地語の名称 Avalanche Axie Infinity/Axie Infinity Shard Basic Attention Token Chiliz Dogecoin Polkadot / DOT Enjin Coin Ether Classic / Ethereum Classic FC Ryukyu Coin Flare、FLR

呼称 − − ビーエーティートークン、バット ー ー Polkadot エンジンコイン − FCR ー

ティッカーコード（シンボル） AVAX AXS BAT CHZ DOGE DOT ENJ ETC FCR FLR

発行開始 2020年09月21日 2020年10月27日 2017年5月31日 2018年10月26日 2013年12月6日 2020年5月26日 (メインネットローンチ日) 2017年11月 2016年7月20日 2021年8月6日 2022年7月14日（メインネットローンチ）

時価総額（ドル基準） $4,808,284,796 $777,685,663 $373,205,297 $858,703,453 $8,679,839,479 $6,278,640,743 $377,437,933 $2,619,928,259 $2,136,360 $467,714,596

時価総額（円基準） ¥666,846,307,640 ¥104,861,293,380 ¥49,912,127,850 ¥115,230,829,747 ¥1,230,900,936,086 ¥856,406,597,422 ¥55,904,675,908 ¥354,621,130,330 ¥314,759,000 ¥62,505,846,379

主な利用目的

①ステーキングによるアバランチブロックチェーンへ

のガバナンスへの参加

②アバランチブロックチェーンを利用するための手数

料

決済、ステーキング、ガバナンス 送金、決済、投資等 決済、投資 送金、決済、投資

ステーキング、ガバナンスへの参加、ボンディング用

途

https://wiki.polkadot.network/docs/learn-DOT#what-

are-the-uses-of-dot

送金、決済、投資等 送金、決済、スマートコントラクト
トークンパートナーとしての権利の獲得、投げ銭

（チップ）、投票

Flare Time Series Oracle (FTSO)データ提供者へのデ

リゲート報酬、プロトコルガバナンスへの参加、Flare

ブロックチェーン上に構築されたサードパーティの分

散型アプリケーション内の担保資産、取引手数料の支

払い

参照先：https://flare.network/flare-tokenomics/

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし − なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり なし あり

国内流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし − なし なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 - なし ー ー ー − ー − − ー

利用制限の内容 - − ー ー ー − ー − − ー

一般的な性格

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

Axie Infinity上のゲーム内決済、ステーキング、エコシ

ステムの方針を決定するためのガバナンス投票を目的

に発行された暗号資産。

BATはウェブ広告にブロックチェーンを活用しようと

しているプロジェクトであり、BATはそのプロジェク

トのコアとなるトークンである。広告主は広告を出す

ためにBATを使う必要があり、ユーザーは広告を見る

ことによってBATを得ることができる。ただし、ユー

ザーが広告視聴によって得たBATは、パブリッシャー

に対しての寄付にしか使うことができない。

分散型記録台帳を用いたサービスプラットフォームに

おける決済利用のために発行される基軸通貨

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

固有のブロックチェーンを持つアルトコイン

エンジンコインはブロックチェーン資産発行プラット

フォーム「Enjin Platform」で発行される資産（NFT）

の裏付けとなる暗号資産である。

ゲーム開発者は「Enjin Platform」を利用することで既

存のゲームや新たに開発するゲームにゲーム内アイテ

ム（武器や防具など）としてその資産を統合すること

ができる。

ゲームユーザーは対象となるゲーム内でその資産を

使ってプレイすることができる。対象となるゲームは

１つと限られているわけではなく、複数のゲームで使

用することが可能。

資産はNFTマーケットプレイスでエンジンコインや

イーサを使って購入でき、またゲーム内の宝箱から取

得することができる。

なお、不要になった資産はNFTマーケットプレイスで

売却したり、資産をメルト（溶解）してエンジンコイ

ンを取り出すことができる。

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のた

めの、暗号計算および価値記録を行う記録者への対

価・代償として発行される暗号資産

・分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割

を果たす特徴を持つ

イーサリアムのブロックチェーン上で発行されるトー

クン

（ERC−20トークン）

Flare Networkのネイティブトークンで、ネットワーク

レベルでのネイティブペイメントとスパムコントロー

ルに必要な暗号資産。

参照先：https://flare.network/wp-

content/uploads/Flare-White-Paper-v2.pdf

P.1「2.1 The FLR token」

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第

２号の別）
第１号 第1号 第1号 第１号 第１号 第１号 第1号 第1号 第１号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
− − ー − ー − ー − − ー

発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
− − ー ー ー − ー − − ー

支払請求（買取請求）による受渡資産 − − ー ー ー − ー − − ー

発行者が保有者に付与するその他の権利 − − ー ー ー
なし（ただし、保有しているとステーキングへの参加

が可能）
ー − − ー

発行者に対して保有者が負う義務 − − ー ー ー − ー − − ー

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 市場における需要と供給によって決定する 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 − − ー ー ー − ー − − ー

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン ー

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 ー

保有・移転記録の秘匿性

AVAXの保有・移転の記録はパブリックブロックチェー

ンを採用している為、全て公開されている。しかし、

移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を

特定をすることはできない。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

困難である。

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録する。

CHZは、Ethereumブロックチェーン上に発行されてい

るERC20トークンである為、移転記録の秘匿性は

Ethereumの記録台帳に依存する。保有・移転の記録は

パブリックブロックチェーンを採用している為、全て

公開されている。

Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワーク 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 −

保有・移転の記録は公開されているが、移転記録上の

トランザクションやアドレスから個人を特定をするこ

とはできない。

利用者の真正性の確認

利用者の真正性の確認方法として、AVAXは秘密鍵と公

開鍵を用いた公開鍵暗号方式に依存している。公開鍵

暗号方式では、ランダムに生成された秘密鍵と秘密鍵

をsecp256k1と呼ばれる楕円曲線暗号によって生成を行

なった公開鍵によって真正性の確認が可能となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。利用者

の真正性の確認は、公開鍵暗号方式を用いランダムに

生成された秘密鍵と秘密鍵をsecp256k1と呼ばれる楕円

曲線暗号によって生成を行なった公開鍵によって可能

となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する
ー

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

AVAXの価値移転記録の信頼性は、アバランチコンセン

サス及びPoSと呼ばれるコンセンサスアルゴリズムに依

存する。アバランチコンセンサスでは攻撃者が特定の

しきい値を下回った場合に非常に強力な安全性を保証

する設計になっている。しきい値はパラメーター化さ

れていて、攻撃者が51％を超えた場合でも、安全性の

保証を維持できる点で信頼性を確保している。また、

ステーキングの仕組みの導入によって、悪意ある攻撃

の経済合理性を低下させるように設計が行われてい

る。

2023年4月25日のCortinaアップグレードにより、3つの

チェーン全てがSnowmanコンセンサス

（Snowman++）へ移行している。

(参考URL)

https://coinpost.jp/?p=455500

https://www.neweconomy.jp/posts/311338

https://docs.avax.network/apis/avalanchego/x-

chain-migration

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採

用しているProof of Stake（PoS）と呼ばれるコンセン

サスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブ

ロックリワードを得るためにETHをステークしてお

り、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステーク

しているETHが破棄される可能性があるため、記録者

が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ

設計によって信頼性を確保している。

Proof of Stake（PoS）

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採

用しているProof of Stake（PoS）と呼ばれるコンセン

サスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブ

ロックリワードを得るためにETHをステークしてお

り、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステーク

しているETHが破棄される可能性があるため、記録者

が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ

設計によって信頼性を確保している。

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の1つであり、一定の計算量を

実現したことが確認できた記録者を管理者と認めるこ

とで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する方

法

Nominated Proof of Stake (NPoS)に則ってトークンに

よる投票力を持つ記録者たちが記録を管理している。

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採

用しているProof of Stake（PoS）と呼ばれるコンセン

サスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブ

ロックリワードを得るためにETHをステークしてお

り、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステーク

しているETHが破棄される可能性があるため、記録者

が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ

設計によって信頼性を確保している。

Proof of Work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、一定の計算量

を実現したことが確認できた記録者を管理者と認める

ことで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する

方法。

ERC−20トークンであるため、イーサリアムのブロッ

クチェーンで使用されているPoS (Proof of Stake)の枠

組みに則って記録が管理されている

Avalanche ConsensusとProof of Stake（PoS）

参照先：https://flare.network/wp-

content/uploads/Flare-White-Paper-v2.pdf

P.7「5 Consensus」



誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

− − ー ー LTC − ー ETH − ー

【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称 1 AVAX AXS BAT CHZ 1 DOGE DOT ENJ wei = 0.000000000000000001 ETC FCR FLR

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 AVAX 0.000000000000000001 AXS 0.000000000000000001 BAT 0.000000000000000001 CHZ 0.00000001 DOGE 0.0000000001DOT(=1 Planck) 0.000000000000000001 ENJ 1 wei （= 0.000000000000000001 ETC） 0.000000000000000001FCR

0.000000000000000001 FLR

参照先：

https://docs.flare.network/user/wallets/brave-

wallet/

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 すべて可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 − − ー ー ー − ー − − ー

制限内容 − − ー ー ー − ー − − ー

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり なし

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 - − ー − ー − ー − − ー

価値連動する資産等の内容 - − ー − ー − ー − − ー

価値連動する資産との交換の可否 - − ー − ー − ー − − ー

価値連動する資産との交換比率 - − ー − ー − ー − − ー

価値連動する資産との交換条件 - − ー − ー − ー − − ー

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり あり あり なし あり あり あり なし あり

付加価値（サービス）の内容

付加価値の内容として、AVAXのステーキングをガバナ

ンスに用いて運用されるアバランチブロックチェーン

が挙げられる。

Axie Infinityは3on3のカードバトルゲームの提供をして

おり、AXS保有者は決済、ステーキングという利用用

途に加えてAxieチームが実施する特定のセール/オーク

ションに参加することができる。また、Axie Infinity上

で発生した収益とステーキング報酬の一部は、

Treasuryに保管され、将来的にAXS保有者によるガバ

ナンスによって管理される。

BATは、エコシステム内において主に2つの使われ方が

なされる。

　1. 広告主がコンテンツクリエイターに与える（ユー

ザーからの反応に基づいて広告主が購入したBATが与

えられる）。

　2. ユーザーが広告の閲覧や履歴の提供などによって

BATを受け取れ、受け取ったBATはコンテンツ作成者へ

の寄付（投げ銭）などに使用することができる。

　3. 2021年からBlockchainゲームでBATが活用される

ようになり、SplinterlandsとGala Gamesにおいてバー

チャル空間での土地やゲームアイテムの購入に使用で

きる。

https://brave.com/ja/state-of-the-bat-2022/

Chilizプロジェクトで提供されるアプリ「Socios※」内

でのファントークンの購入。Chiliz Exchangeにおける

基軸通貨としての利用。

※Sociosでは、スポーツ関連のファントークンの販売

が行われ、ユーザーはCHZを用いて購入することがで

きる。

ー

ネイティブトークンであるDOTをステーキングするこ

とにより、コンセンサスアルゴリズムに参加し、報酬

を得ることが可能

NFTを用いたゲーム内アイテムの作成
Ethereum Classicネットワーク上でのスマートコント

ラクトの記録と実行
− ガバナンス投票に利用できる。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況として、

サブネットの作成が挙げられる。サブネット（サブ

ネットワーク）とは、ブロックチェーンの状態に関す

るコンセンサスを得るために協働するバリデータの動

的な集合体である。公式エクスプローラーを確認する

と、2023年6月20日時点で40以上のサブネットが存在

することが確認できる。

参照先（Explorer）：https://explorer.avax.network/

Axie Infinityは3on3のカードバトルゲームを2018年4月

にリリースしている。

2021年に複数のブロックチェーンゲームプロバイダー

やNFTプロジェクトと提携して当該資産の新しいユー

ティリティを開始。

また、Brave Rewardを更に拡大し日本でも利用可能に

なった。

2022年にはマルチチェーンウォレットとしてSolanaや

Etheremのレイヤー2等にも対応するようBraveブラウ

ザを更新。

https://brave.com/ja/state-of-the-bat-2022/

https://github.com/brave/brave-

browser/wiki/Roadmap-Archive

ファントークンプラットフォームアプリであるSocios

において、2018年9月に欧州サッカークラブのユベント

スおよびパリ・サンジェルマンのファントークンを発

行した。その後も複数のファントークンをプラット

フォーム上で発行・販売するとともに、過去のデータ

に基づいてCHZのユーティリティおよび焼却計画を更

新したトークンエコノミクス2.0を発表している。

ー
下記サイトで公開されている

 https://polkadot.subscan.io/

下記、タイムラインに示されたように提供されている

https://enjin.io/about/timeline

2020年8月に51%攻撃により不安定化したが、その後は

安定している。
−

既に2度ガバナンス投票が行われている。

参照先：

https://portal.flare.network/voting

【発行状況】

発行者 あり あり あり あり ー プログラムによる自動発行 あり − あり あり

発行主体の名称 Ava Labs, Inc. Sky Mavis PTE. LTD Brave Software International SEZC HX Entertainment Ltd. プログラムによる自動発行 − Enjin Pte Ltd. プログラムによる自動発行 琉球フットボールクラブ株式会社 Flare Foundation

発行主体の所在地
263 South 4th Street Suite 110497 Brooklyn, NY 11211

United States

Tầng 2, WMC Tower, Số 102A-B-C Cống Quỳnh,

Phường Phạm Ngũ Lão, Quận 1, TP Hồ Chí Minh,

Vietnam

Floor 4, Willow House Cricket Square Grand Cayman

KY1-9010 Cayman Islands

14 East, Sliema Road, Gzira

GZR 1639, Malta
ー −

16 Raffles Quay #33-03 Hong Leong Building

SIngapore 048581
−

沖縄県沖縄市安慶田５−1−16 グランシャトレ安慶田2

階
Netherlands, Keizersgracht 391A, 1016 EJ Amsterdam

発行主体の属性等 民間企業 営利企業 営利企業 営利企業 ー − 営利企業 − 営利企業（株式会社） 非営利団体

発行主体概要

発行主体であるAva Labsは、パブリックブロック

チェーンプロジェクトとして、スマートコントラクト

を使用した分散ネットワークによって「金融のイン

ターネットの構築」を実現することを目的とした米国

ニューヨークに拠点を置く民間企業である。

Sky Mavisは、分散型アプリケーションやサービスを構

築するテクノロジー企業として、情報技術、ブロック

チェーン、ビデオゲームの分野に特化している。2019

年に設立され、本社はベトナムのホーチミン市に存在

する。

Brave Software International SEZCは、2017年に設立

され、ICOを行いBATを発行・管理している。Brave

Software Inc.社は2015年5月に米国に設立され、広告や

ウェブサイトトラッカーを排したオープンソースの

ウェブブラウザ「Brave」を開発している。

発行主体であるHX Entertainment Ltd.は、ファントー

クンエコノミーを実現するアプリSociosの運営に用い

られるブロックチェーンプラットフォームChilizを提供

し、プラットフォームにおけるトークンとしてCHZを

発行してる。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理
−

Enjin Pte Ltd.は「より良いオンラインゲームのための

環境づくりと各仮想資産（ゲーム内アイテムなどのコ

ンテンツ）の価値を守る」という全体的なビジョンを

掲げ、2017年のローンチ以降、ホワイトペーパーに記

載されている通りにプロダクトをローンチしている。

またゲーム会社との提携や取引所が主催の標準化プロ

ジェクトに参加している。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

プロサッカークラブの運営を中心に周辺事業を展開

（サッカークラブの運営に伴う放映権料、スポンサー

料、チケットやグッズの販売代金などを収入とする）

Flare Foundationは、Flare Networkの構築と継続的な

運用を支援することを目的とした非営利団体。

発行通貨の信用力に関する説明

AVAXの通貨としての信用力は、ネットワークに参加す

る記録者によって分散的に維持されている。2021年4月

18日時点では、AVAXが発行されているアバランチブ

ロックチェーンは、アバランチコンセンサスと呼ばれ

るコンセンサスアルゴリズムによって悪意あるノード

の選出を防止している。

2023年4月25日のCortinaアップグレードにより、3つの

チェーン全てがSnowmanコンセンサス

（Snowman++）へ移行している。

(参考URL)

https://coinpost.jp/?p=455500

https://www.neweconomy.jp/posts/311338

https://docs.avax.network/apis/avalanchego/x-

chain-migration

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

既にプロダクトであるブラウザを提供しており、ユー

ザー数も順調に成長中であり、Ethereumベースのた

め、プロトコル部分に関しては技術的に安定してい

る。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認

証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用によ

り信用力が担保される。

2009年に創設された最古のブロックチェーンプロジェ

クトの一つである。ゲームにも対応するEnjinウォレッ

トや、Enjinネットワークなど、オンラインゲームに特

化したプロダクトを提供しており、ERC20トークンで

あるENJはネイティブトークンとして使われている。

オンラインゲーム業界では世界最大級のプラット

フォームで、利用しているユーザーは全世界に1800万

人以上存在し、25万を超えるユーザーコミュニティを

擁している。

Ethereumベースのため、プロトコル部分に関しては技

術的に安定している。

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証さ

れる仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記

録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

FCRは、イーサリアムのプラットフォームを利用して

作られたERC−20トークンであるため、技術的な安定

性に問題はない。また、実際にも、プログラム通りに

運営されており、記録者による記録が継続され、市場

で取引されているという実績がある。また、発行主体

の活動も信用力につながる

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

発行方法

AVAXの発行上限は720,000,000AVAXと決まっており、

2020年9月21日のメインネットローンチ時に半数である

360,000,000AVAXが発行された。残りの半数はステー

キング報酬としてホワイトペーパーの供給関数に沿っ

て発行される。

AXSはERC20トークンとして、2020年10月27日時点で

270,000,000 AXSがEthereumブロックチェーン上で全

量発行された。

2017年5月31日に10億BATのパブリックトークンの販売

が行われた。

ERC20トークンとして、8,888,888,888 CHZが

Ethereumブロックチェーン上で全量発行さた。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

プログラムによる自動発行。ステーキングされている

DOTの数量に応じて、新規発行数量が自動調整される

仕組みが実装されている。

プレセール及びクラウドセールでの発行

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳デー

タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償としてプログラムにより自動発行

プログラムによる発行
Flare Networkでは、メインネットローンチ時に1,000

億FLRが発行された。

発行可能数 720,000,000 AVAX 270,000,000 AXS 1,500,000,000 BAT 8,888,888,888 CHZ 発行上限なし 上限なし 上限なし 210,700,000 ETC 1,000,000,000FCR 上限なし



発行可能数の変更可否 不可 不可 不可 不可 ー 可 不可 不可 不可 ー

変更方法 − − − − ー
ガバナンス投票

https://wiki.polkadot.network/docs/learn-governance
− − − ー

変更の制約条件 − − − − ー − − − − ー

発行済み数量

430,658,338 AVAX （2023年5月24日現在）

参考：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/avalanche/

270,000,000 AXS 1,500,000,000 BAT 8,888,888,888 CHZ 139,855,916,384 DOGE 1,313,881,952DOT（うち流通量は1,184,403,075DOT） 1,770,435,152 ENJ 140,866,781 ETC 1,000,000,000FCR 100,559,787,198枚

今後の発行予定または発行条件
ステーキング報酬としてホワイトペーパーの供給関数

に沿って発行される。
− − なし ブロック生成ごとに10,000DOGEが新たに発行される。

Polkadotのリレーチェーン、パラチェーンそれぞれに

ステーキングされるDOTと、流動的なDOT数量の比率

が 3:2:1となることが目標とされている。なお、パラ

チェーンとの接続が完了していない現時点では、75％

のDOTがPolkadotのリレーチェーンに対してステーク

されることが目標となっている。

全て発行済のためなし

15秒につき1ブロックを生成し、1ブロックあたり約

2.56ETCを発行。

500万ブロックごとに1ブロック生成時の発行数が20%

減少する。

今後、2024年5月頃にブロック数が2,000万ブロックに

達し、1ブロック生成時の発行数が約2.048ETCになる

予定。

発行予定なし
あり（ガバナンスによって決定されたインフレ率に基

づいてオラクル情報提供者に対して付与）

過去３年間の発行状況

2020年9月21日のメインネットローンチ時に半数である

360,000,000AVAXが発行された。その後はステーキン

グ報酬としてホワイトペーパーの供給関数に沿って発

行されている。

2020年10月27日に全量発行済み

2017年5月31日にトークンセールを実施し、10億BATを

販売。Brave Software International SEZC社保有分等

も含め合計15億BATを発行した。

2018年10月26日に全量発行済み。 ー 1,072,729,710DOT（うち流通量は937,205,594DOT） 770,435,152 ENJ
2020年5月11日から2023年5月10日までに

24,452,911ETC発行
1,000,000,000FCR 初期発行：1,000億 FLR

過去３年間の発行理由
トークンセールによる資金調達及び健全なプラット

フォームを維持することを目的として発行している。

AXSは決済、ステーキング、ガバナンスを通じたAxie

Infinityのエコシステムの維持とSky Mavis社が開発を継

続するためのインセンティブを確保するため（トーク

ン発行時に総供給量の21%がSky Mavisのためにロック

されており、54ヶ月かけて段階的にアンロックされる

仕組みとなっている）。

資金調達

取引承認等によるマイニング設計が行われていないた

め、設計上の最大発行数を全てプロジェクト開始時に

発行し、分配を行なった。

ー ICO、ステーキング報酬

①Enjin Blockchain稼働時（2023年9月13日）にEfinity

（EFI）トークンの移行のため500,000,000 ENJを新規

発行

②Enjin Blockchain稼働時（2023年9月13日）に早期ガ

バナンス報酬プログラムのため250,000,000 ENJを新規

発行

③Enjin Relaychainにおけるバリデーター及びノミネー

ター報酬のため、エラ（24時間周期）ごとに総供給量

に対して0.0134%のENJが新規発行

ブロック生成時に発行 資金調達（IEO実施のための初期発行） 初期発行、オラクル情報提供者への報酬

過去３年間の償却状況

2023年6月20日時点で、2,440,082AVAXの償却を確認す

ることができる。

参考：https://burnedavax.com/

− なし

約65,406,454CHZが償却された。

以下のURLにて確認が可能

https://etherscan.io/token/0x3506424f91fd33084466f

402d5d97f05f8e3b4af?a=0x0000000000000000000000

00000000000000dead

ー − ー − −

現在の焼却状況は不明だが、トランザクション手数料

は焼却される設計となっている。

また、2020年12月12日時点のXRP保有者は保有量に基

づいてFLRの請求を行うことができるが、請求されな

かったFLRはガバナンス投票により焼却される可能性

がある。

過去３年間の償却理由 トランザクション手数料の償却 − なし
CHZの循環供給量を減らし価値の安定化を図るため焼

却が実施された。
ー − − − − −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり あり あり なし なし − あり − なし

なし

ブロックチェーンの監査(Trail of Bits)は実施している

が、発行業務に関する監査は行なっていない。

監査を実施する者の氏名又は名称 Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. Quantstamp OpenZeppelin − ー − Matthew Di Ferrante − − −

直近時点で行われた監査年月日 2021/3/31 2020年10月27日

2017年5月22日

https://blog.openzeppelin.com/basic-attention-token-

bat-audit/

− ー − 2017年9月30日 − − −

直近時点における監査結果

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査によ

り、2021年3月32日時点でAVAXのコントラクトに問題

がないことが確認できた。

コード監査によって挙げられた問題点は、補足レベル

のものであり、監査に合格していることを確認した。

参照先：https://cdn.axieinfinity.com/landing-

page/AXS_Audit_Report.pdf

監査の結果、以下のリンクの通り複数の勧告がなされ

たが、同社はこの勧告に従って、Fixしている。

https://blog.zeppelin.solutions/basic-attention-token-

bat-audit-88bf196df64b

− ー −

Ethereum Foundationのスマートコントラクト監査者

であるMatthew Di Ferranteによって監査が行われ、

ENJINトークンとクラウドセールスに関するコントラク

トおよび依存関係に関してクリティカルな問題は発見

されなかったとされている。

https://medium.com/@enjin/enjin-coin-receives-

successful-audit-from-ethereum-foundation-dev-

vanbex-group-dec5b2c3ddb4

− − −

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリックブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
- − − − ー − − − − ー

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容
- − ー − ー − ー − − ー

価値移転認証の仕組み

価値移転認証の仕組みにアバランチコンセンサス及び

PoSを採用している。アバランチコンセンサス及びPoS

では記録者が価値移転認証を引き受け、その価値移転

を承認するかどうかを投票し、それ以外は却下する。

その後、ネットワークの他の各ノードは同じプロセス

を経て、その決定が正しいかどうかを判断する。ネッ

トワーク全体で合意の可能性が高いことが確認される

と、ノードは投票をロックして価値移転を最終的なも

のとして受け入れ、価値移転記録台帳の記録を確定す

る。

2023年4月25日のCortinaアップグレードにより、3つの

チェーン全てがSnowmanコンセンサス

（Snowman++）へ移行している。

(参考URL)

https://coinpost.jp/?p=455500

https://www.neweconomy.jp/posts/311338

https://docs.avax.network/apis/avalanchego/x-

chain-migration

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移

転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移

転記録台帳の記録を確定する

イーサリアムのPoSに則って価値の移転が認証されてい

る（台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記

録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を確定する）

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開／非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 ー

保有者個人データの秘匿性の有無 あり なし あり あり あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 ー



価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

AVAXの価値移転記録の信頼性は、アバランチコンセン

サス及びPoSというコンセンサスアルゴリズムに依存す

る。アバランチコンセンサスはクラシカルコンセンサ

スの利点（速度、規模、迅速なファイナリティ、エネ

ルギー効率）とナカモトコンセンサスの利点（堅牢

性、分散化）を兼ね備えたプロトコルとなっている。

アバランチコンセンサスもナカモトコンセンサスと同

様の確率論的アプローチを取るが、2万年に2度は覆さ

れる可能性があるという非常に低い確率に設定されて

いる。また、ステーキングの仕組みの導入によって、

悪意ある攻撃の経済合理性を低下させるように設計が

行われている。

2023年4月25日のCortinaアップグレードにより、3つの

チェーン全てがSnowmanコンセンサス

（Snowman++）へ移行している。

(参考URL)

https://coinpost.jp/?p=455500

https://www.neweconomy.jp/posts/311338

https://docs.avax.network/apis/avalanchego/x-

chain-migration

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決と承認者による確認を経て移転記録が認証さ

れる仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する

Flareネットワークは、ノードとして誰でも参加するこ

とができ、完全に独立した意思決定者として価値移転

認証を行うことができる。

【価値移転の記録者】

記録者の数

AVAXが発行されているアバランチブロックチェーン上

の記録者は、2023年5月24日時点で1,292であることが

確認できる。

https://subnets.avax.network/

566,923 バリデーター（2023年5月12日）

https://beaconscan.com/

Ethereumブロックチェーン上に発行されるERC20トー

クンであるため、記録者に関する情報はEthereumに依

存する。

2023年04月26日時点で、Ethereumの記録者数は

561,183名存在している。

https://beaconcha.in/validators#active

561,655バリデーター（2023年4月25日時点）

https://beaconscan.com/

誰でも自由に記録者になることができるため総数は変

動するが、2023年6月現在約714。

参考：https://blockchair.com/dogecoin/nodes

297（2023年5月17日現在）

https://polkadot.subscan.io/

905,286バリデーター

https://beaconscan.com/

マイニング・プールの数は約54だが、誰でも自由に記

録者になることができるため、総数については特定で

きない。

https://investoon.com/mining_pools/etc

789,022 バリデーター（2023年9月12日）

https://beaconscan.com/

55

参照先：

https://flaremetrics.io/

記録者の分布状況

記録者の主な分布状況は、2022年6月7日時点で米国

43.5%、ドイツ27.6%、イギリス3%、シンガポール3%

であることが確認できる。

参照先：https://avascan.info/

Ethererumに依存する。

2023年5月12日時点では主に米国（50.9%）、ドイツ

（16..0%）に存在する。

記録者の主な分布状況については、2023年04月26日時

点で主に米国、EU、ケイマン諸島などに分布されてい

る。

参考：https://beaconcha.in/charts/pools_distribution

記録者の主な分布状況は、2023年4月25日時点で米国

51.62%、ドイツ16.65%、日本3.22%となる。
世界中に分布 アジア、ヨーロッパ、アメリカなど。

記録者の主な分布状況は、2024年1月22日時点で米国

44.54%、ドイツ18.46%、英国5.96%となる。
世界中に分布

Ethererumに依存する。

2023年9月12日時点では主に米国（42.79%）、ドイツ

（20.5%）に存在する。

記録者は現在55団体存在し、ヨーロッパ、北アメリ

カ、オセアニア、アジア、アフリカ等世界中に分散し

ている。

参照先：

https://flaremetrics.io/

記録者の主な属性

記録者について確認をした結果、ハードウェアを含む

必要な要件を満たすことで誰でも記録者としてネット

ワークに参加することができる。しかし、記録者の特

定は困難であるといえる。

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、

合意クライアント、バリデータの3つの別々のソフト

ウェアを実行することで、誰でも記録者としてネット

ワークに参加することができる。しかし、記録者の特

定は困難である。

ハードウェアとETHステーキング量を含む必要な要件

を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参

加することができる。

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、

合意クライアント、バリデータの3つの別々のソフト

ウェアを実行することで、誰でも記録者としてネット

ワークに参加することができる。しかし、記録者の特

定は困難である。

誰でも自由に記録者になることができる
報酬を得るためにステーキング活動を行っているス

テーキングプール及びプール参加者である

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、

合意クライアント、バリデータの3つの別々のソフト

ウェアを実行することで、誰でも記録者としてネット

ワークに参加することができる。しかし、記録者の特

定は困難である。

不特定

Ethereumに依存する。

Ethereumでは32ETH以上をステーキングすることで記

録者になることができる。

Flare Networkの記録者はFlare Time Series Oracle

（FTSO）と呼ばれるオラクルにデータ提供を行う者で

ある。

一定の要件を満たすことでノードとして誰でも参加す

ることができる。

記録の修正方法

ロールバックなどの記録の修正方法について調査を

行ったが、該当する機能を見つけることはできなかっ

た。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。
ー ブロックに記録された後は修正・変更は行われない

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う
ブロックに記録された後は修正・変更は行われない ー

記録者の信用力に関する説明

アバランチブロックチェーンにおいて、記録者には誰

にでもなることができ、広く分散している為、ネット

ワークに参加する個々の信用力ではなく全体の信用力

を記述する。記録者の一部が結託をして悪意ある判断

をする可能性は否定できないが、記録者として活動す

るためには担保としてAVAXのステーキングが必要であ

り、攻撃することによって生じる損失を攻撃者が被る

ことになる。これによって記録者が悪意ある判断を行

う合理的なインセンティブが発生しないように設計が

行われている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。また、個々の信用力に関して

も、不正を防ぐために、記録者は参加要請があった時

に参加しないと報酬を受け取れず、不正な行動をとる

とステークしているETHが没収される仕組みとなって

いるため、不正な行いは経済合理性に欠ける仕組みと

なっている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立 せず、

記録者が十分に多数であることによっ て、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持 の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている

記録者は一定の要件を満たすことで誰でも参加するこ

とができる。また、記録者は個別に信頼できるノード

を選択できるため、ビザンチン耐性が高いと言える。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 あり あり なし なし なし なし なし なし なし あり

監査を実施する者の氏名又は名称 Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. Quantstamp − − ー − − − − Trail of Bits

直近時点で行われた監査年月日 44286 2020年10月27日 − − ー − − − −  2022年7月1日

その監査結果

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査によ

り、2021年3月31日時点でAVAXのコントラクトに問題

がないことが確認できた。

− − − ー − − − −

Flare ノードまたは Flare ネットワーク全体の機密性、

完全性、または可用性に影響を与える可能性のある欠

陥は発見されなかった。

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 - − − − ー − − − − ー

統括者の所在地 - − − − ー − − − − ー

統括者の属性 - − − − ー − − − − ー

統括者の概要 - − − − ー − − − − ー

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

価値移転ネットワークはアバランチブロックチェーン

が採用しているコンセンサスアルゴリズムであるアバ

ランチコンセンサス及びPoSに依存する。BEOSIN社に

よる監査の結果、AVAXの価値移転に関して脆弱性は見

つけることができなかった。

2023年4月25日のCortinaアップグレードにより、3つの

チェーン全てがSnowmanコンセンサス

（Snowman++）へ移行している。

(参考URL)

https://coinpost.jp/?p=455500

https://www.neweconomy.jp/posts/311338

https://docs.avax.network/apis/avalanchego/x-

chain-migration

ステークされたETHの3分の2以上を保有していれば、

記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変する

ことができる。

当該暗号資産は、Ethereumブロックチェーン上に発行

されているERC20トークンであるため、価値移転ネッ

トワークはEthereumが採用しているPoSに依存する。

予定されている各種開発フェーズ毎に行われるアップ

デートによって想定されていない脆弱性が発見される

可能性は否定できない。

51%攻撃の脅威は完全に払拭はできないものの攻撃を

行う場合相当額のコストが発生する。

ステークされたETHの3分の2以上を保有していれば、

記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変する

ことができる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄することができる脆弱性がある。

Nominated Proof of Stake（NPoS）コンセンサスアル

ゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力

を獲得した場合、妨害することが可能であるが、記録

者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくい

ものと考えられる。

ステークされたETHの3分の2以上を保有していれば、

記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変する

ことができる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変

することができる。

記録者が結託して1/3以上の得票力を獲得した場合、妨

害することが可能であるが、記録者が十分に分散して

いる状況では、妨害は発生しにくいものと考えられる

価値移転ネットワークの仕組み対して、ノードのFLR

の保有数や担保数は直接的に関係していないため、

51%攻撃やシビル攻撃耐性を有する。また、各ノード

は事前に信頼できないノードを決定することによっ

て、万一ノードにネットワーク障害が発生した場合で

あっても価値移転ネットワークを問題なく行うことが

できる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項

AVAXが発行されているアバランチブロックチェーンで

は、楕円曲線暗号としてsecp256k1を用いている。保有

情報の証明に必要な秘密鍵の管理は保有者に依存して

おり、第三者に秘密鍵自体を知られた場合は、利用者

になりすまして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC20

トークンであるため、保有情報暗号化技術はEthereum

に依存する。

保有情報の証明に必要な秘密鍵を第三者が単独で特定

することは困難であるが、管理は保有者に依存してお

り第三者に秘密鍵が漏洩した場合は、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、第三者が利用者

になりすまして送付指示を行うことができる
ー



発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項

AVAXの発行者であるAva Labsは、開発をリードしてい

る組織であるため、破綻により開発が遅延又は停止し

た場合、価値が毀損する可能性がある。ただし、AVAX

の発行及び記録が行われているアバランチブロック

チェーンはすでにリリースされ分散型の運用が行われ

ていることから、発行者が破綻したとしても価値が完

全に消失する可能性は低いと考えられる。

発行者が破綻した場合、Axie Infinityの開発が停止する

ため、AXSの価値が下落する可能性はある。ただし、

Axie Infinityの開発を主導するSky Mavisは、2019年11

月8日に約1.5億円、2021年5月11日に約7.5億円、2021

年10月5日に約152億円の調達を行い、運用資金を確保

している点、AXSの総供給量の21%がSky Mavisのため

にロックされており、段階的にアンロックされる点か

ら発行者が破綻する可能性は極めて低いと判断でき

る。

参照先：

https://www.crunchbase.com/organization/sky-

mavis/investor_financials

参照先：

https://whitepaper.axieinfinity.com/axs/allocations-

and-unlock/sky-mavis

発行者が破綻した場合であっても基本的に当該暗号資

産はEthereumブロックチェーン上に残り正常に稼働す

る。

発行者が破綻した際の価格への影響は大きいと考える

が、2017年から稼働しており実績があることから直ち

に破たんする可能性は低い。

ー ー − − −

発行者が破たんした場合は、資産の利用価値が著しく

低下する恐れもあるが、発行者の事業・財務内容等か

ら判断すると、破たんの可能性は高くない

発行者であるFlare Foundationが破たんした場合、開発

遅延を含む混乱が生じることから短期的な価格への影

響が考えられる。

しかし、基本的にはFlare FoundationはFLR保有者によ

るガバナンスの決定に基づいて開発を主導するのみに

留まるため、FLRの価値と開発者の存在に相関関係は

なく、価値喪失にまでは至らない可能が考えられる。

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項

AVAXの価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合

は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性

がある。ただし、ノードは分散しており、全てが同時

に破綻する可能性は低いと考えられる。また、記録者

は2023年5月24日時点で1,292存在しているため、価値

移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移

転作業に影響はないと考えられる。

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、ノードは各国に分散しており、全てが同時に

破綻する可能性は極めて低いと考えられる。また、バ

リデーターは2023年5月12日時点で全世界に約566,923

存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した

場合であっても、価値移転作業に影響はないと考えら

れる。

当該暗号資産はEthereumブロックチェーン上に発行さ

れているERC20トークンであるため、価値移転記録者

はEthereumに依存する。

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、ノードは各国に分散しており、全てが同時に

破綻する可能性は極めて低い。部分的に記録者が破綻

した場合は別の記録者で補填が可能。

ー ー

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるも

のの、記録者が十分に分散している状況ではそのよう

な状況は発生しにくいものと考えられる。

− −

ERC−20トークンであるため、記録者はイーサリアム

と同一である。記録者の大多数が破たんした場合は正

しい記録が行われないリスクや価値移転が記録されな

いリスクに直面し、価値が喪失する可能性はあるもの

の、ごく一部の記録者の破たんではネットワークに問

題はないものと思われる。この点、イーサリアムの記

録者は十分に分散しているため、一度に破たんするよ

うな事態は想定しにくい

記録者の大多数が破たんした場合、正しい記録が行わ

れないリスクや価値移転が記録されないリスクに直面

し、価値が喪失する可能性がある。しかし、記録者に

は一定の要件を満たすことで誰でもなることができる

ため、記録者が一度に破たんするような可能性は低い

と考えられる。また、一部の記録者のみの破たんでは

ネットワークに問題は生じない。

具体的なブロック承認や記録を行う仕組みとして、The

Flare Consensus Protocol（FCP）が採用されている。

FCPでは、ネットワーク上のノードは完全に独立した

意思決定者としてランダムにトランザクションを引き

受け、そのトランザクションの承認または非承認を決

定する。その後、ネットワークの他のノードがこの決

定に同意するかどうかの投票を行い、クォーラム（必

要な最低限の投票数）に達すると価値移転認証が行わ

れる。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

AVAXの移転記録の遅延可能性は、アバランチブロック

チェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムで

あるアバランチコンセンサス及びDAGに依存する。ア

バランチコンセンサス及びDAGを用いるアバランチブ

ロックチェーンにおいて、1秒当たりに処理可能なトラ

ンザクション数（TPS）は5000TPS以上とされてい

る。これを大きく上回るトランザクションが発生した

場合、記録処理が追い付かなくなり移転の記録が遅延

する可能性がある。

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台

帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

当該通貨のトラフィックはEthereumネットワークに依

存し、Ethereumは1秒当たりに処理可能なトランザク

ション数（TPS）が約15TPSとなっている。

Ethereumネットワーク上のトランザクションが過度に

増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる場合が

ある。

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台

帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

マイニングに参加するマイナーが少なくなる、または

取引が急激に増加した場合には、移転の記録が遅延す

る恐れがある

−

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台

帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

51%攻撃の標的となることにより移転の記録が遅延す

ることが予想されるが、その対策として一時的にファ

イナリティの認識に補正を加える「MESS」が2020年

10月に追加された。

ERC−20トークンであるため、処理能力はイーサリア

ムに依存する。イーサリアムの処理能力を上回る取引

がブロックチェーン上で行われた場合、もしくは、記

録者の数や処理能力が極端に低下した場合には、遅延

が生じる可能性がある

Avalanche Consensus TPSは4500以上とされている。

また、一般的なPoSではバリデーターの数が増加すると

検証回数も増加するため遅延が発生する場合がある

が、Avalanche Consensusではトランザクションの並

列処理が行われるため、バリデーターの増加による遅

延は発生しない。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

BEOSIN社によるAVAXのブロックチェーンの監査の結

果、AVAXのプログラムには既知の脆弱性は見つからな

かった。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。過去、コード監査によって挙げら

れた問題点は、補足レベルのものであり、監査に合格

していることを確認した。

参照先：https://cdn.axieinfinity.com/landing-

page/AXS_Audit_Report.pdf

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの

改竄、同一のDogecoinの異なる者との取引、複数の所

有者が同一のDogecoin を同時に保有する状況などの不

適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプ

ログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに

生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転

の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れ、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性があ

る。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていな

い脆弱性を、悪意のある攻撃者に突かれる一定のリス

クは存在するものの、現状は正常に稼働している

2022年7月1日にTrail of bits社によるセキュリティ監査

が実施され、欠陥は発見されなかった。

ただし、ブロックチェーン上にデプロイされたコント

ラクトコードに脆弱性があった場合、資金の意図しな

いロックや紛失等のリスクが発生する可能性がある。

また、プログラムの不具合をついた攻撃によるリスク

等が発生する可能性がある。

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況

AVAXは、アバランチブロックチェーン上に発行されて

おり、アップデートは非互換性アップデート（ハード

フォーク）によって完了する。2020年12月7日にアプリ

コットフェーズ0、2021年3月31日にアプリコット

フェーズ1と非互換性アップデートがあった。今後の予

定は公表されていないが、アプリコットフェーズ2のよ

うに非互換性アップデートがあることが考えられる。

2022年10月19日：Banffアップグレード

2023年4月25日：Cortinaアップグレード

プロトコルのアップグレードではないが、2021年4月、

AXSはSky Mavis社によるRonin Networkに対応するた

め、初期発行より使用していたコントラクトアドレス

（https://etherscan.io/token/0xF5D669627376EBd41

1E34b98F19C868c8ABA5ADA）から、新しいコントラ

クトアドレス

（https://etherscan.io/token/0xbb0e17ef65f82ab018d

8edd776e8dd940327b28b）に移行している。

参照先：https://blog.axieinfinity.com/p/migration

ー ー ー − −

2019年9月12日：「ATLANTIS」実装

2020年1月12日：「AGHARTA」実装

2020年6月1日：「PHOENIX」実装

2020年11月29日：「THANOS」実装

2021年7月24日：「MAGNETO」実装

2022年2月13日：「MYSTIQUE」実装

ETHとETCに分かれるハードフォーク、ETHPOSと

ETHPOWに分かれるハードフォークが起きている

2023年3月2日にFlareメインネットノードをバージョン

v1.7.1803にアップグレード

今後の非互換性アップデート予定

今後の予定は公表されていないが、アプリコット

フェーズ2のように非互換性アップデートがあることが

考えられる。

− ー ー ー − − − − ー

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃に関して、外

部ニュースや公式ブログを確認した結果、DoS攻撃を

含むサイバー攻撃に該当する情報は見つけることがで

きなかった。

− ー ー ー − −

2016年6月 自律分散型投資ファンド「The DAO」への

ハッキング

2019年1月　51%攻撃によるリオーグの発生

2020年8月　51%攻撃によるリオーグの発生

The DAO事件が起こっている（2016年6月） ー

【流通状況】

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/avalanche/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/axie-

infinity/

出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/currencies/basic-

attention-token/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/chiliz/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/dogecoin/

出所：CoinMarketCap

 

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/polkadot

-new/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/enjin-

coin/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/ethereum-

classic/

出所：CoinGecko

URL:https://www.coingecko.com/en/coins/fcr-coin

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/flare/

−−

プログラムの不具合については、Ethereumに依存す

る。Ethereumブロックチェーンでは、過去にDAO事件

と呼ばれるスマートコントラクトの脆弱性をついた

ハッキング事件が発生。このハッキングによって大量

のETHが流出することとなり、それを無効とする為に

Ethereum Foundationはハードフォークを実施。ハー

ドフォークに対してコミュニティ内で意見が分かれ、

結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生。

https://gentosha-go.com/articles/-/17332

Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログ

ラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻

撃されて、集まったファンド資金３分の１以上を盗み

取られた事例がある。

−

プログラムの不具合については、Ethereumに依存す

る。Ethereumブロックチェーンでは、過去にDAO事件

と呼ばれるスマートコントラクトの脆弱性をついた

ハッキング事件が発生。このハッキングによって大量

のETHが流出することとなり、それを無効とする為に

Ethereum Foundationはハードフォークを実施。ハー

ドフォークに対してコミュニティ内で意見が分かれ、

結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生。

https://gentosha-go.com/articles/-/17332

ー

2013年、オンライン暗号通貨ウオレットプラット

フォームの「Dogewallet」へのハッキングで、オンラ

イン上に保管されていた推計2100万DOGE($12,000相

当)が盗難にあった。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項

アバランチブロックチェーンの稼働開始から2021年4月

19日までの期間で1件のプログラムの不具合を確認する

ことができた。「無効なミンティングバグ」というバ

グがあったと2021年2月15日頃に公式レポートが

Mediumに公開された。システムに大きな負荷がかかる

と、状態の検証に関連する非決定論的なバグが発生し

た。一部のバリデーターは無効なミントトランザク

ションを受け入れたが、ネットワークの残りの部分は

これらのトランザクションを受け入れることを拒否

し、Cチェーンを停止させた。しかしこれは無効なミン

トであり、二重支払いではないため、Xチェーン上の独

立したトランザクションは処理を続けた。結果として

金銭的な損害やネットワーク全体が停止することな

く、問題が特定されるとすばやくパッチが適用されて

修正された。パッチが適用されたコードはコミュニ

ティに配布され、ネットワークに適用された。

参照：

https://medium.com/avalancheavax/preliminary-

analysis-of-the-invalid-minting-bug-bee940cbd9e9

2023年3月23日に実装されたアップデート「Banff 12

（AvalancheGo v1.9.12）」後（日本時間で同日11時前

後）に、約1時間に亘って停止した。アップデートバー

ジョンにバグがあったことによるものとみられ、その

後修正版のアップグレード「Banff 14（v.1.9.14）」も

行われた。

参照：https://coinpost.jp/?p=445684

Axie Infinityには過去プログラムに不具合が発生した情

報は確認できないが、2022年3月23日にSky Mavis社が

管理・開発するレイヤー2ソリューションである

「Ronin Network」に悪意ある攻撃が行われた。具体的

な攻撃手法については、9つあるバリデータノードのう

ち承認に必要な閾値である5つをハッキングして秘密鍵

を入手した上、入手した秘密鍵を使用して2回にわたっ

て、合計17万3,600ETHと2,550万USDCを引き出した。

その後の対応としては、閾値を8にあげて再度攻撃に合

わないように対処している。また、管理者であるSky

Mavisは、被害から約3カ月後となる2022年6月28日

に、ハッキングによる影響を受けたユーザーに全額償

還したことを発表し、Ronin Networkを再稼働してい

る。

https://blog.roninchain.com/p/the-ronin-bridge-is-

open-



１取引単位当たり計算単価（ドル） $14.36 $6.65 $0.25 $0.12 $0.06 $5.30 $0.27 $18.60 $0.00 $0.03

１取引単位当たり計算単価（円） ¥1,990.25 ¥896.59 ¥33.53 ¥16.61 ¥8.80 ¥723.07 ¥40.52 ¥2,517.28 ¥0.31 ¥4.26

ドル/円計算レート 1ドル/138.55円 134.83円/ドル（2023/5/12） 1ドル/133.74円 1ドル/134.16円 1ドル/141.78円（2023年6月19日時点） 1ドル/136.40円 1ドル/148.154円 1ドル/136.15円 147.33円（2023年9月14日時点） 1ドル/133.70円

四半期取引数量（協会加盟会員合計） − − - − ー ー ー − − ー

備考

アバランチには、Cチェーン、Xチェーン、Pチェーン

の3種類のチェーンが存在する。

それぞれ特定の用途向けに運営されており、用途に応

じてアルファベットの頭文字1字が付けられている。

Cチェーン（Contract）はスマートコントラクト向けで

ある。

Xチェーン（Exchange）は交換向けであり、暗号資産

の送受信向けに設計されており、Defiには対応してい

ない。

Pチェーン（Platform）はプラットフォーム管理用であ

り、アバランチに流通する情報を認証するバリデー

ターの報酬がここで配布される。

AXSにはEthereumベースとRoninベースの2種類のAXS

トークンが存在し、当社で取り扱うAXSトークンは

Ethereumベースのトークンである。

AXSは「Axie Infinity」ゲームにおいてのみ使用できる

暗号資産であり、ゲームの動向によって価格が変動す

る可能性がある。

Brave Software Inc.社の所在地は

512 2nd St., 2nd Floor, San Francisco, California

94107

BAP（BATポイント）は2021年4月に廃止され、BATの

付与に変更されている。

https://brave.com/ja/bap-to-bat/

Socios内において発行・取得できるファントークンに

ついては、日本国内において「資金決済に関する法

律」にて規定されている暗号資産に該当する可能性が

あることから、ファントークンの取扱い状況によって

はCHZの価格へ影響を及ぼす可能性がある。

CHZの主な利用目的にファントークン等の購入におけ

る決済があるが、当社での取扱い開始時においては

CHZの入出金は対応せず、当社環境の整備後にCHZの

入出金を開始する予定となる。

過去にCHZを騙った詐欺があったという風評があった

が、発行者による関与は一切なく、発行者において

トークンとチェーンのテクニカルレビュー等の情報発

信を適切に実施することにより、これらの風評が払

しょくされたという経緯がある。

CHZはこれまで取引手数料やファントークン販売によ

る収益等の一部をバーン（焼却）して流通するCHZを

減少させた実績がある。今後もCHZをバーンした際に

は、その内容によってはCHZの価格へ影響を及ぼす可

能性がある。

DOGEのブロック報酬は、当初は0〜1,000,000DOGEの

間でランダムとなっていたが、145,000ブロック以降は

固定報酬（250,000DOGE）となり、以後、100,000ブ

ロックごとに半減していき、60万ブロックに到達する

とブロック報酬は100,000DOGEに固定される仕組みと

なっている。2015年2月25日の時点で60万ブロックを

超えているため、それ以降ブロック報酬は10,000DOGE

で変わらない。

ー

Enjin CoinにはEthereumベースとEnjin Blockchainベー

スの2種類のENJが存在し、当社で取り扱うENJは

Ethrerumベースである。

なお、Enjin BlockchainはEnjin RelaychainとEnjin

Matrixchainという2つのブロックチェーンで構成され

ている。うちEnjin Relaychainにおいて、エラ（24時間

周期）ごとにENJ総供給量の0.0134%の新規のENJが発

行され、年間約5%のインフレーションが発生する。

・スマートコントラクトの実行プラットフォームとし

て開発された暗号資産

・2016年6月、自律分散型投資ファンド「The DAO」

への攻撃によって盗難されたDAOを救出するためハー

ドフォークを実施、このHFを支持しなかったマイナー

によって存続することとなった旧仕様のEthereumが現

在のEthereum Classicとなり、HF側がEthereumの名称

を引き継いだ。

− −



取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日 2023年9月8日 2023年5月18日 2023年4月26日 2023年5月24日 2023年4月26日 2023年4月25日 2023年10月6日 2023年4月26日 2023年5月17日 2023年4月26日

【基礎情報】

日本語の名称 ヘデラ・ハッシュグラフ アイオーエスティー チェーンリンク ポリゴン/マティック メイカー モナーコイン （モナコイン） オアシス オーエムジー クアンタム/クオンタム サンド

現地語の名称 Hedera Hashgraph IOST Chainlink Polygon/MATIC Maker Monacoin Oasys OMG Qtum SAND

呼称 ヘデラ アイオーエスティー − − ー モナ ー − ー ザ・サンドボックス/サンドボックス

ティッカーコード（シンボル） HBAR IOST LINK MATIC MKR MONA OAS OMG QTUM SAND

発行開始 2019年9月16日 2017年12月 2017年9月19日 2019年4月20日 2017年11月25日 2014年1月1日 2022年9月29日 2017年7月6日 2017年9月13日 2019年10月29日

時価総額（ドル基準） $1,670,102,879 $181,859,240 $3,621,886,973 $8,082,436,195 $673,854,396 $29,564,813 $483,740,729 $156,604,750 $279,447,077 $950,288,624

時価総額（円基準） ¥245,659,329,438 ¥25,024,686,202 ¥484,280,696,206 ¥1,119,972,101,166 ¥90,100,734,296 ¥3,972,048,088 ¥71,408,113,277 ¥20,989,883,576 ¥38,516,190,589 ¥129,366,039,881

主な利用目的
送金、決済、スマートコントラクト、NFT、コンソー

シアムDLTの導入など
送金、決済、投資、スマートコントラクト

①オラクルサービスを提供するノードオペレーターへ

の支払用途

②オラクルサービスを提供するノードオペレーターの

担保用途 (2020年11月16日時点でChainlink Github上で

未実装であることを確認)。ノードオペレーターが適切

なオラクルサービスを提供しない場合は、ペナルティ

として、担保に供していたLINKが没収される。

参照先：https://docs.chain.link/docs/faq（2020年12

月2日）

参照先：BEOSINプロジェクト紹介レポートP15（2020

年12月2日）

1．Polygonネットワーク上での送金手数料の支払い

2. 資産をロックすることによるステーキングへの参加

3. 決済

ガバナンス用途 送金、決済、投資 ガス代、ステーキング、ガバナンス 送金、投資 送金、決済、投資 送金、決済、投資

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 ー ー ー − ー − ー − ー -

利用制限の内容 ー ー − − ー − ー − ー -

一般的な性格

Hedera Hashgraph(以下Hedera)は、公平性・安全性・

パフォーマンスの3つを強みに持つ分散型台帳技術

(DLT)である。2017年10月にHashgraph Consortium,

LLCが設立され、2019年8月にメインネットがローンチ

された。このときHederaはHashgraphと呼ばれる非同

期ビザンチンフォールトトレラント(aBFT)のコンセン

サスプロトコルを採用しており、既存の分散型台帳技

術(ブロックチェーンなど)とデータ構造やコンセンサス

アルゴリズムが異なる。いくつかのトランザクション

をブロックとして管理したり、マイナーを用いてトラ

ンザクションの検証をすることはなく、フォークも発

生しない。

IOSTは、ブロックチェーンテクノロジーをクレジット

カード等と同様に現実的なレベルで様々なサービスに

活用することを目的としたプラットフォーム。

独自のコンセンサスアルトリズムであるProof of

Believabilityによる公平且つ高速なトランザクション処

理、シャーディングを用いたスケーラビリティ問題へ

の解決などで注目を浴びている通貨である。

また、Javascriptを用いたスマートコントラクトを使用

する為DApps開発参入障壁も低いのが特徴。

Chainlinkのオラクルサービスのノードオペレーターへ

の支払及び担保用途として発行された暗号資産

ERC20として、またEthereumのスケーラビリティ問題

を解決するためのサイドチェーンであるPolygon上でも

発行される通貨。ネットワーク手数料の支払いの他、

分散型アプリケーションの決済等の用途がある。

MakerDAOはEthereumブロックチェーン上に構築され

た自律分散型組織である。このプロジェクトは、ガバ

ナンストークンであるMKRを保有する世界中のユー

ザーによって管理されており、エグゼクティブ投票や

ガバナンス投票などのガバナンスシステムを通して、

MKR保有者はMakerプロトコルとDAI（米ドルにソフ

トペグしたステーブルコイン）の金融リスクを管理

し、その安定性、透明性および効率性を確保してい

る。

日本および世界で有名なアスキーアート「モナー」を

モチーフにした日本初の暗号資産になり、非中央集権

によるクライアントプログラムによって維持される完

全分散型決済システムを基盤とした暗号資産

Oasysはゲームに特化したブロックチェーンであり、

ゲーム開発者およびユーザーに対して優れたUXを提供

する。OASはステーキングやガバナンスとして使用で

きる。

イーサリアム上で稼働するERC-20規格に準拠したトー

クン（暗号資産）であると同時に、「高速で安価、そ

して安全でオープンな金融サービスの提供を実現する

こと」を目的として開発されたOMG Networkにおける

ネイティブトークンである。

Bitcoinで用いられている安全性の高い残高確認方式を

採用しつつ、Ethereumと互換性のあるスマートコント

ラクトを実装できるため、BitcoinとEthereumの長所を

掛け合わせた暗号資産と言われる。

またProof of Stake Version 3の採用により、ブロック

生成者選出の公平性を保ちつつ、BitcoinやEthereumの

PoWを用いたシステムよりも少ない消費電力でトラン

ザクション処理が可能。

メタバース「The Sandbox」上で利用される暗号資産

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第

２号の別）
第1号 第1号 第1号 第1号 1号 第1号 第１号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
ー − − − ー − ー − - −

発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
ー − − − なし − ー − ー −

支払請求（買取請求）による受渡資産 ー − − − なし − ー − ー −

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー − − − なし − ー − ー −

発行者に対して保有者が負う義務 ー − − − なし − ー − ー −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 市場の需要と供給による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 ー − − − なし − ー − − −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型DLT パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

EthereumおよびPolygonサイドチェーンのいずれもパ

ブリック型ブロックチェーン
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

できない。

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録。 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

困難である。

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採

用している為、公開されているが、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることは

できない。

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

利用者の真正性の確認方法として、LINKはEthereum上

で発行されるERC677トークンであるため、Ethereum

に依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号

化技術により、利用者本人が発信した移転データを特

定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成された秘密鍵を

secp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成し

ている。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

ECDSA(secp256k1曲線)を用いて秘密鍵と公開鍵を発

行し、利用者本人が発信した移転データと特定し、記

帳する

利用者の真正性の確認方法として、SANDはEthereum

上で発行されるERC20トークンであるため、Ethereum

に依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号

化技術により、利用者本人が発信した移転データを特

定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成された秘密鍵を

secp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成し

ている。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Stake

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引

を排除するための合意形成方式）の一つ。PoSによって

トランザクションはHBARの最大供給量の2/3以上をス

テークするノードの合意により承認される。

Proof of Believability (PoB)

ブロック生成を行う際、凡そ100人いるブロックプロ

デューサーをBelievabilityスコアによってローテーショ

ンさせることで高速且つ公平にブロック生成を行うこ

とが可能になっている。

Proof of Stake（PoS）
Ethereum: Proof of Stake

Polygon PoS: Proof of Stake
Proof of Stake（PoS）

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、一定の計算量

を実現したことが確認できた記録者を管理者と認める

ことで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する

方法。

Delegated Proof of Stake（DPoS） Proof of Stake（PoS）

Proof of Stake Versoin 3を元に独自に改良を加えた価

値移転記録ロジックを使用しており、ステーキングの

量に応じてブロック生成者を選出し分散台帳に書き込

みを行う方法

Proof of Stake

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

ー − −
ERC20: Ethereum

Peppermint: Cosmos (SDK)
ー LTC ETH − ー −

【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称 HBAR IOST LINK MATIC MKR

m MONA = 0.001 MONA

µ MONA = 0.000001 MONA

watanabe = 0.00000001 MONA

OAS OMG QTUM SAND

保有・移転記録の最低単位 1 tinybar = 1/100,000,000ℏ(HBAR) 0.00000001 IOST 0.000000000000000001 LINK 0.000000000000000001 MATIC 0.000000000000000001 MKR 1 watanabe（0.00000001 MONA） 0.000000000000000001 OAS 0.000000000000000001 OMG 0.00000001 QTUM 0.000000000000000001 SAND

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 ー − なし − なし − ー − − −

制限内容 ー − − − なし − ー − − −

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし あり



価値連動する資産等の名称 ー − − − ー − ー − − ｍSAND

価値連動する資産等の内容 ー − − − ー − ー − −

Polygon PoSチェーン上で発行された「SAND」。

「mSAND」はThe Sandboxプラットフォーム上でス

テーキングが可能で報酬を得られる。

価値連動する資産との交換の可否 ー − − − ー − ー − − 可

価値連動する資産との交換比率 ー − − − ー − ー − − ¥0

価値連動する資産との交換条件 ー − − − ー − ー − −
The Sandboxプラットフォームで交換（ブリッジ）す

る。GAS代が必要である。

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 なし あり あり あり あり なし なし なし あり あり

付加価値（サービス）の内容 ー スマートコントラクトを使用したDapps等

Chainlinkはスマートコントラクトと外部データのブ

リッジを担う分散型のオラクルネットワークである。

Chainlinkのオラクルネットワークを活用することで、

スマートコントラクトを、市場データ、イベント、決

済などの重要な外部データに接続することが可能とな

る。また、データフィードやその他のAPIを持っている

人なら誰でもChainlinkネットワークに参加して、取得

したデータをスマートコントラクトに提供することが

できる。

資産をロックしてステーキングに参加することで、報

酬を得ることが可能。

Makerプロトコル内で発行されるDAIステーブルコイン

は、担保によって米ドルにソフトペッグされた分散型

暗号資産である。ユーザーは、Makerプロトコル内に

あるMaker Vaultに担保資産を預け入れることでDAIを

生成することができる。生成されたDAIは、他の暗号資

産と同様に他者への暗号資産の送付や、商品やサービ

スの決済としての使用、さらにはDai Savings Rate

（DSR）と呼ばれるMakerプロトコルの機能を使用し

て貯蓄することもできる。また、直近では保有してい

るDAIを別のプラットフォーム上のスマートコントラク

トなどを利用して資産運用することもできる。

− ー −

Ethereumネットワーク上で動作しているスマートコン

トラクトと互換性のあるスマートコントラクトが動作

可能

・メタバース（The Sandbox）上でプレイヤーがゲー

ムやアイテムを作成・所有し、報酬を受け取ることが

できるが、日本在住のユーザーには制限が設けられて

いる。

・ｍSANDをステーキングすることで報酬を得ることが

できる。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 −
安定してサービスが続いている（メインネット公開：

2019年2月）

2021年には1,000以上のプロジェクトがエコシステムを

形成し、金融市場価格、Ethereumのガス代等様々な

データをオンチェーンで利用可能にするサービスを提

供している。

ハッカソンは定期的に開催され、2022年春に8,500人以

上が参加し300件以上のプロジェクト提出があった。秋

には過去最大となる10,000人以上が参加し380件以上の

プロジェクトが提出された。2022年12月にはステーキ

ングサービスを提供している。

https://blog.chain.link/the-year-in-chainlink-2021/

https://decrypt.co/89958/whats-next-chainlink-2022-

link-staking-internet-of-blockchains

下記サイトで公開されている

https://polygon.technology/about

https://blog.polygon.technology/

2021年7月にMaker Foundationが解体されMakerDAO

は完全に非中央集権化した。

2022年、StarkNet DAI BridgeやMaker Teleportなどレ

イヤー2対応などに力を入れている。

また、2022年8月Huntingdon Valley銀行とMakerのコ

ラボにより、米国規制金融機関向けに暗号資産業界初

の銀行ローンをリリースした。

https://blog.makerdao.com/makerdao-has-come-full-

circle/

https://makergrowth.notion.site/makergrowth/Maker

-Teleport-Grant-Page-

795a27c319f149a9ae4a56c06197ddd0

e

https://www.fintechfutures.com/techwire/hv-

bancorp-inc-participates-first-commercial-loan-to-

the-makerdao-protocol-and-the-dai-stable-coin/

− ー − 問題なく付加価値を提供している
2021年12月よりmSANDのステーキングが開始し、

2023年4月現在も継続中である。

【発行状況】

発行者 あり あり あり あり あり − あり あり あり あり

発行主体の名称 Hedera Hashgraph, LLC
Internet of Service Foundation Ltd. (IOS Foundation

Ltd.)
SmartContract Chainlink Limited SEZC Polygon Technology MakerDAO プログラムによる自動発行 Oasys Pte. Ltd. OMG Foundation Qtum Chain Foundation Ltd. TSB Gaming Limited

発行主体の所在地
10845 W Griffith Peak Drive, Suite 200, Las Vegas, NV

89135
シンガポール

ケイマン諸島（Strathvale House, 90 North Church

Street, George Town, KY1-1102, Grand Cayman,

Cayman Islands）

参照元1:https://chain.link/terms(2022年1月19日)

参照先2：

https://uspto.report/company/Smartcontract-

Chainlink-L-T-D-Sezc（2022年1月19日）

インド（Suite 157, 2nd A Cross Indiranagar Double

Road Bangalore, Karnataka 560071）
− −

18 Robinson Road #20-02, 18 Robinson, Singapore

048547
不明

シンガポール（SG 079027 Singapore Singapore 100

TRAS STREET #16-01 100 AM）

TSB Gaming Limited, Ground Floor, Church Street, St.

Julians, STJ 3049, Malta

発行主体の属性等 営利企業 システム開発業者 民間企業 − DAO − 民間企業 不明 非営利団体 システム開発業者

発行主体概要

Hedera Hashgraph, LLCは、分散化された味蕾の構築

を目標に2017年にデラウェア州の有限責任会社として

設立された（設立時の商号はHashgraph Consortium,

LLC）。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

SmartContract Chainlink Limited SEZCは、外部のデー

タソースとパブリックブロックチェーンのブリッジを

担うオラクルの提供を目的に設立された。同社は、ス

マートコントラクトが外部データを取得する際に、そ

の正確性がデータの供給元の信頼に依存するという

「オラクル問題」を分散型のオラクルネットワークで

あるChainlinkの構築によって解決することを目指して

おり、また、同社はChainlinkの開発のため、2017年9

月にICOを実施し、約3,200万ドルの資金調達を実施し

ている。

参照先：https://messari.io/asset/chainlink/profile

（2020年12月2日）

Jaynti Kananiら4名の創業者Maticが設立、2021年2月

にPolygonに名称変更

MakerDAOはMakerプロトコルの長期的な安全性およ

び持続可能性の確保、プロトコルの分散化を目的と

し、旧Maker Foundation及びMaker Ecosystem

Growth Foundation（MEGF）よりその目的を継承され

た組織である。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログ

ラムの集団・共有管理

Oasysは2022年2月に発足した、ゲーム特化のブロック

チェーンプロジェクトを構築する企業である。

Genesis Blockchain Venturesの子会社であり、OMG

Fondationの独自技術「More Viable Plasma」を備えた

Ethereumのレイヤー２開発の支援を行っている様子だ

が、存続しているかは不明である。

2016年に設立されたシンガポールに本社を置く非営利

団体であり、元アリババのエンジニアだったPatrick

Dai がCEOを務める

発行主体であるTSB Gaming Limitedは、仮想空間上の

ゲームプラットフォームThe Sandboxを提供してお

り、プラットフォームにおける通貨としてSANDを発行

している

SANDは、イーサリアムのプラットフォームを利用して

作られたERC−20トークンであるため、イーサリアム

の信用力に依存する。

イーサリアムは多数の記録者による多数決をもって移

転記録が認証される仕組みと、ブロックチェーンによ

る保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信

用力を高めている。

また、SANDは実際にホワイトペーパー通りに運営され

ており、記録者による記録が継続され、市場で取引さ

れているという実績がある。

ECDSA(secp256k1曲線)を用いた暗号化技術により秘

匿性を保ちつつ、PoSv3による合意形成で管理台帳へ

の記録更新を行っている

発行体の状況が不明のため、プロジェクト観点では

OMGの信用力はない。ただし、Ethereumが稼働してい

る限り、ERC20のOMGは存続するため、流通の観点で

は信用力はある。

・ネットワークの記録者による多数決をもって移転記

録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行通貨の信用力に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

MKRの価値は、Makerプロトコルの長期的な安全性お

よび持続性に依存している。MKRはプロトコルの方向

性やアップデート提案の実装の可否を決定するガバナ

ンス投票やプロトコルを健全に保つためのオークショ

ンに使用される。状況に応じて開催されるオークショ

ンは以下の3つである。

余剰オークション：システムが順調なときに、Vaultか

ら徴収したStability FeesによってDAIが生成される。

Stability Feesによる純余剰金が一定の限度に達する

と、余剰金としてのDAIはオークションにかけられ

MKRで落札される。その後、落札に使用されたMKRは

焼却されることで、流通するMKRの量が減少する。

担保オークション：過剰担保による負債の発生を防止

する。DAI発行時のVaultの負債は、そのVaultに預けら

れた担保でカバーすることができる。例えば、担保の

価格が下がり、Vaultが必要な担保率を維持できなく

なった場合、システムは自動的にVaultを清算し、Vault

の未払い債務（および清算ペナルティ）がカバーされ

るまで担保を売却する。担保資産の精算はオークショ

ンにてDAIで支払いが行われ、受け取ったDAIは債務の

支払いに使用される。

債務オークション：担保価格が急落したり、誰も担保

を買おうとしなかったりした場合、清算されたVaultに

は担保オークションで返済できない債務が存在するこ

とになる。その場合、Stability Feesの余剰金があれ

ば、それを使用して負債をカバーする。余剰金が存在

しない場合、プロトコルはMKRの新規発行を行い、

オークションによってDAIで落札する。結果、MKRの

流通量は増加する。

参照先：https://docs.makerdao.com/auctions/the-

auctions-of-the-maker-protocol

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・Ethereumネットワークにおける総ステーク量の2/3

以上のバリデーターによる承認によって移転記録が認

証される仕組み。

 ・Ethereumブロックチェーンによる保有・移転管理台

帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録

の保全能力

 ・保有・移転管理台帳の公開

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・Hedera Hashgraph, LLC.によって選定された29のメ

インネットノードによる多数決をもって移転記録が認

証される仕組み

・保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗

号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性



発行方法 プログラムによる自動発行 ICOおよびプログラムによる自動発行

LINKはERC677トークンとして、2017年9月19日のICO

時点で1,000,000,000LINKがEthereumブロックチェー

ン上で全量発行された。

参照先：https://xangle.io/project/LINK/full-

disclosure（2020年12月2日）

参照先：https://messari.io/asset/chainlink/profile

（2020年12月2日）

参照先：

https://coinmarketcap.com/currencies/chainlink/

（2020年12月2日）

2019年のIEO、及びプログラムによる自動発行 Ethereumブロックチェーン上で発行。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳デー

タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行される暗号資産

システムによる自動発行
2,500万ドルを調達するまでトークンセールを実施し、

すでに全量を発行している。追加発行は行われない。

2017年3月16日のICO時に全量である1億枚が既に発行

されており、毎年1%ずつ上限が増えていく仕組みと

なっている

2019年10月29日にEthereumブロックチェーン上の

ERC20トークンとして、3,000,000,000 SANDが全量発

行された

発行可能数 50,000,000,000 HBAR 90,000,000,000 IOST 1,000,000,000 LINK 10,000,000,000 MATIC 1,005,577MKR 105,120,000 MONA 10,000,000,000 OAS 140,245,398 OMG
上限は107,822,406 QTUM

参照：https://coinmarketcap.com/currencies/qtum/
3,000,000,000 SAND

発行可能数の変更可否 可 可 不可 不可 可 可 可能 不可 可 不可

変更方法 発行プログラムの変更 発行プログラムの変更 − −
MKRの流通量は余剰オークションによって減少し、債

務オークションによって増加する。
発行プログラムの変更

メインネットローンチから6年後、OAS保有者によるガ

バナンス投票を通じてステーキング報酬の追加供給を

決定できる。

− 発行プログラムの変更 −

変更の制約条件

原則として発行可能数は変更できないが、Hedera管理

評議会のメンバーが発行上限数の変更可否について投

票し、全会一致を得た場合にのみ可能となる

− − − - −

メインネットローンチから6年後のガバナンス投票の可

決に関する条件について未確定であるものの、今後コ

ミュニティから選出されたメンバーで構成される

Councilによって意思決定を行うことを予定している。

−
プロポーザルの提出、プログラム修正、Adminらによ

るガバナンス投票の実施
−

発行済み数量 50,000,000,000 HBAR 18,708,894,189 IOST 1,000,000,000 LINK 10,000,000,000 MATIC 977,631MKR 89,779,238MONA 10,000,000,000 OAS 140,245,398 OMG 104,661,826.5 QTUM 3,000,000,000 SAND

今後の発行予定または発行条件 なし

ブロック生成を行う。

IOSTのノードとして投票を受ける、またはノードに投

票を行う。

財団への支払いはプログラムの自動発行で行われる。

− − 債務オークションをトリガーとして新規発行される。

・採掘者は1ブロック発掘するごとに12.5コインが与え

られる（次回半減期はブロック高3,153,600となる2023

年10月11日頃予定）

・この数は約3年ごとに半減する（1,051,000ブロックご

と）

・Monacoinネットワークでは約105,120,000枚の

Monacoinが生成される事になる

メインネットローンチから6年後、ステーキング報酬の

追加供給が可決された際に発行される。
−

年毎のインフレーションレートは1%

2020年2月現在、1ブロックを発行するごとに4QTUM発

行

4年毎に半減期を迎える（次回は2021年）

−

過去３年間の発行状況 初期発行以降HBARは発行されていない。

ICOにて8,400,000,000 IOSTを発行。

ブロック生成報酬として凡そ3 IOST発行。

投票を受けた額、または投票を行った額に比例して毎

日支払われる。

財団ウォレットへの支払いも毎日行われる。

2017年9月19日に全量発行済み

参照先：https://messari.io/asset/chainlink/profile
−

2020年3月12日から13日、担保オークションによる債

務が約540万DAIを超える事態が発生。Makerプロトコ

ルのシステム設計に従って、2020年3月29日に

20,980MKRが新規発行され、債務オークションにかけ

られ、530万のDAIが調達された。

参照先：https://blog.makerdao.com/ja/2020年3月

1213日の市場崩壊について-makerdaoが受けた影響/

1日あたり平均12.5MONAが新規発行されている

https://monacoin.org/
2022年9月29日：10,000,000,000 OAS発行。 −

2017年3月、ICO時に1億QTUMが発行された。

2020年3月13日時点で102,199,448QTUM発行されてお

り、2020年10月26日時点で102,856,012QTUM発行され

ていることから、2017年3月からの3年間で約220万

QTUM発行され、2022年6月までのの半年間では約66万

QTUM発行されている。

2022年６月〜2023年5月にかけては約1%とインフレー

ションレートに沿って発行されている。

2020年8月にトークンセールを実施、すでに全量の

3,000,000,000 SANDを発行している。

過去３年間の発行理由 − − ICOによる資金調達を目的として発行

2019年4月のIEOにより最大供給量の19%に当たる

1,900,000,000 MATICが発行。

その後、ステーキング報酬、エコシステム、財団、ア

ドバイザー、開発チーム、個人投資家向けにプログラ

ムによる自動発行が行われた。

担保オークションで返済できない債務の精算を目的に

MKRを発行

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行

2022年9月29日：初期発行のため。 −

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行

資金調達、プラットフォームのエコシステム構築を目

的として発行

過去３年間の償却状況 ー − −

Polygon PoS Chainの利用料としてMATICがバーンされ

る。

なお、MATICの償却状況は以下のURLから確認でき

る。

https://burn.polygon.technology/

2023年4月現在、通算で22,368.96 MKR償却されてい

る。

https://makerburn.com/#/burns

− ー − −
0.8725399582 SAND

（2023年4月26日時点）

過去３年間の償却理由 ー − −
主にインフレーション対策として年間で総供給の0.27%

を焼却する。

余剰オークションによって、Vaultから徴収した

Stability FeesによってDAIが生成される。Stability

Feesによる純余剰金が一定の限度に達すると、余剰金

としてのDAIはオークションにかけられMKRで落札さ

れる。その後、落札に使用されたMKRは焼却された。

− − − − 不明

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり なし あり なし あり なし あり なし なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 FP Complete (https://www.fpcomplete.com/) − Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd.
CertiK

https://www.certik.com/
Trail of Bits − Quantstamp − − −

直近時点で行われた監査年月日 2021/2/8 − 2020年5月21日
2021年4月19日

https://www.certik.com/projects/matic
¥43,420 − 2022年8月11日 − − −

直近時点における監査結果
対処が明確または即時の悪用のおそれのない問題が7点

確認された。
−

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyは、コーディン

グ規約、セキュリティ、ビジネスロジックなどの側面

からスマートコントラクトの監査を行った結果、

Chainlinkのコントラクトに問題がないことが確認でき

た。

参照先：BEOSIN スマートコントラクトセキュリティ

調査報告書（2020年12月2日）

セキュリティに関する項目で致命的な問題が一件発見

されたが、解決済み。

特筆する問題はなし。

参照先：https://github.com/makerdao/audits
−

コード監査の結果、大きな脆弱性がなく監査結果に問

題がないことを確認した。
− − −

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 なし あり あり あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 ー パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
Directed Acyclic Graph (DAG) − − − - − ー − − −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容

バリデーターによって検証されたトランザクションを

DLT（分散型台帳）へ記録する。
− − − - − ー − − −

価値移転認証の仕組み

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。暗号データは0.5

秒毎にブロックチェーンに記録される。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されてい

るERC677トークンである為、価値移転認証の仕組み

は、Ethereumが採用しているPoWに依存する。PoWで

は、送信者によって署名が行われたトランザクション

を記録者が受け取り、記録者は、署名の正当性や、ト

ランザクションデータに問題がないかのチェックを行

い、ブロックに格納される。その後、インセンティブ

を目的とした記録者によってブロックチェーンへの記

録が行われる。

Ethereum及びPolygon PoS共に台帳形式。ネットワー

クへの貢献について一定要件を満たした記録者が、利

用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録

台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移

転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開／非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり あり あり あり なし あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳および記録者による多数決と承認者による

確認を経て移転記録が認証される仕組みを用い、多数

の記録者のネットワークへの参加を得ることによっ

て、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

Ethereumブロックチェーン上に発行されるERC20トー

クンであるため、価値移転ネットワークの信頼性は、

Ethereumに依存する。2023年4月時点で、Ethereumの

記録者は約604,526名確認することができ、各国に広く

分散していることが確認できる。価値移転ネットワー

クは分散性が高い程に可用性が高まり、インセンティ

ブ設計に基づいた合理的な判断が行われる可能性が高

いと判断できる。

参照先：https://beaconcha.in/blocks

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

最低1,000万OASをステーキングしたバリデーターそれ

ぞれがトランザクションを並列処理にて承認作業を行

う。OASのステーキング数量が多いほどトランザク

ションの記録者における影響力が上昇するため、記録

者による悪意のある行動を抑制し信頼性を保つことが

できる。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

PoSにおけるActive Validatorの数は、561,655であり

（2023年4月25日現在）、世界各地に分布されており、

価値移転ネットワークは分散性が高い。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

PoSにおけるActive Validatorの数は、561,655であり

（2023年4月25日現在）、世界各地に分布されており、

価値移転ネットワークは分散性が高い。



【価値移転の記録者】

記録者の数 29
60

https://www.iostabc.com/

Ethereumブロックチェーン上に発行されるERC677

トークンであるため、記録者に関する情報はEthereum

に依存する。

2023年4月26日時点で、Ethereumの記録者数は561,183

名存在している。

https://beaconcha.in/validators#active

Ethereum:9,809団体

Polygon PoS:100

参考：https://staking.polygon.technology/

Ethereumブロックチェーン上に発行されるERC20トー

クンであるため、記録者に関する情報はEthereumに依

存する。

2023年4月26日時点で、Ethereumの記録者数は604,526

名存在している。

https://beaconscan.com/

129

https://monacoin.trance-cat.com/nodes.php
25団体（2023年10月現在）

561,655

（2023年4月25日現在）

362

https://qtum.info/

561,655

（2023年4月25日現在）

記録者の分布状況 北米・南米・欧州・中東・アジア地域に分布 −

記録者の主な分布状況は、2023年4月26日時点で主に米

国、EU、ケイマン諸島など不特定に分布されている。

参考：https://beaconcha.in/charts/pools_distribution

不特定

記録者の主な分布状況は、2023年4月26日時点で主に米

国、EU、ケイマン諸島など不特定に分布されている。

参考：https://beaconcha.in/charts/pools_distribution

主に日本

2023年10月現在、25のバリデーターが稼働している。

BOBG PTE. LTD.、BLRD PTE. LTD、double

jump.tokyo、Nexon、NEOWIZ、Jump Crypto、

UbiStratLab、SEGA、Yield Guild Games、Com2uS、

bitFlyer Blockchain, Inc.、Netmarble、NTT Digital、

Square Enix、gumi Inc.、Wemade、Astar、Bandai

Namco Research、CryptoGames Inc.、Thirdverse、

KDDI、MCH Co. Ltd.、Mythical、SoftBank、NHN

Playart

米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など 主にアメリカ合衆国、韓国 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など

記録者の主な属性
29のノードは全て企業によって行われており、全て公

開されている。

2.1百万の投票を獲得してPartnerノードとしての登録を

行い、さらに10百万以上の投票を得た場合、Serviノー

ド（記録者）となることができる。

ハードウェアとETHステーキング量を含む必要な要件

を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参

加することができる。

Ethereum:誰でも自由に記録者になることができる。

Polygon PoS:空いているバリデータースロットがある

場合、誰でもバリデーターになることが可能。定期的

にバリデーターオークションが開催され、現在のバリ

データーよりも多くのMATICをEthereumメインネット

にステーキングすることでバリデーターになる事がで

きる。

ハードウェアとETHステーキング量を含む必要な要件

を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参

加することができる。

誰でも自由に記録者になることができる

1,000万OASをステーキングし、一定のハードウェア要

件を満たしたノードであれば、記録者としてネット

ワークに参加することができる。

不特定。バリデータソフトウェアを有効化するために

32 ETHをデポジット（ステーキング）すること誰でも

自由に記録者になることができる。

不特定、誰でも自由に記録者になることができる

不特定。バリデータソフトウェアを有効化するために

32 ETHをデポジット（ステーキング）すること誰でも

自由に記録者になることができる。

記録の修正方法
基本的には、トランザクションが記録者によって承認

されると修正を行うことはできない。
−

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う

Ethereum:記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の

修正を自ら行う。

Polygon PoS:基本的にトランザクションが承認される

と修正を行うことはできない。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

トランザクションが記録者によって承認されると修正

を行うことはできない。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う

トランザクションが記録者によって承認されると修正

を行うことはできない。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている

バリデーターとなるためには最低1,000万OAS以上をス

テーキングする必要があり、ブロック生成を行うバリ

データーが選出される確率はステーキングするOASの

数量に比例し、長期間非稼働となっているバリデー

ターについてはステーキング報酬が減少または受け取

れないという仕組みである。検証に参加しない場合

や、不正を行った際にスラッシュ（ステーキングして

いる暗号資産の没収）は発生しないが、報酬が減少す

るため、悪意のあるバリデーターによるデータ改ざん

の動機を排除し、信頼性を確保する。

記録者（バリデーター）には32ETHステーキングすれ

ば誰でもなることができるが、記録者が悪意を持つ行

動をおこなった場合、ステーキングしたETHが一部ま

たは全部没収される仕組みになっている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている

記録者（バリデーター）には32ETHステーキングすれ

ば誰でもなることができるが、記録者が悪意を持つ行

動をおこなった場合、ステーキングしたETHが一部ま

たは全部没収される仕組みになっている

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されてい

るERC677トークンである為、価値移転の管理状況に関

する監査は、Ethereumに依存する。

なし なし なし なし なし なし あり

監査を実施する者の氏名又は名称 ー − ー − - − ー − −

＜go-ethereum＞

TrueSec社

＜Prysm＞

Quantstamp社

直近時点で行われた監査年月日 ー − ー − - − ー − −

＜go-ethereum＞

2017年4月25日

＜Prysm＞

2020年6月19日

その監査結果 ー − ー − - − ー − −

＜go-ethereum＞

クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞

5つのHigh Risk Issueが発見され、内4つは解決済で、

１つは解決不要という判断となった。

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 ー − ー − - − ー − − −

統括者の所在地 ー − ー − - − ー − − −

統括者の属性 ー − ー − - − ー − − −

統括者の概要 ー − ー − - − ー − − −

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

信頼するバリデーターの2/3以上が悪意により結託した

場合、台帳・データが改ざんされる恐れがある。

信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台

帳とデータは改ざんされる可能性がある。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されてい

るERC677トークンであるため、価値移転ネットワーク

はEthereumが採用しているPoSに依存する。

予定されている各種開発フェーズ毎に行われる可能性

があるアップデートによって想定されていない脆弱性

が発見される可能性は否定できない。

51%攻撃の脅威は完全に払拭はできないものの攻撃を

行う場合相当額のコストが発生する。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

当該暗号資産は、Ethereumブロックチェーン上に発行

されているERC20トークンであるため、価値移転ネッ

トワークはEthereumが採用しているPoSに依存する。

予定されている各種開発フェーズ毎に行われるアップ

デートによって想定されていない脆弱性が発見される

可能性は否定できない。

51%攻撃の脅威は完全に払拭はできないものの攻撃を

行う場合相当額のコストが発生する。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄すること発行プログラムを改変す

ることができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

他のPoSを採用しているブロックチェーンと同様に、

Ethereumの多数のバリデーター（記録者）が結託して

取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログ

ラムの改竄が可能であるが、記録者が十分に分散して

いる状況では改竄は発生しにくいものと考えられる。

メインネットワーク上で多数の記録者が結託すること

で記録台帳を改竄することができる

他のPoSを採用しているブロックチェーンと同様に、

Ethereumの多数のバリデーター（記録者）が結託して

取引の承認手続きを行うことで、記録台帳及びプログ

ラムの改竄が可能であるが、記録者が十分に分散して

いる状況では改竄は発生しにくいものと考えられる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

Ethereumブロックチェーン上に発行されている

ERC677トークンであるため、保有情報暗号化技術は

Ethereumに依存する。

保有情報の証明に必要な秘密鍵を第三者が単独で特定

することは困難であると考えられるが、管理は保有者

に依存しており第三者に秘密鍵が漏洩した場合は、利

用者になりすまして送付指示を行うことができる。

−

Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC20

トークンであるため、保有情報暗号化技術はEthereum

に依存する。

保有情報の証明に必要な秘密鍵を第三者が単独で特定

することは困難であるが、管理は保有者に依存してお

り第三者に秘密鍵が漏洩した場合は、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項
ー −

発行者が破綻した場合であっても基本的にLINKは

Ethereumブロックチェーン上に残り正常に稼働する。

発行者が破綻した際の価格への影響は、破綻時のプロ

ジェクトの進捗具合による。Chainlinkネットワークが

機能しなければ、LINKの用途も生まれないため、価格

への影響は大きいと考えられる。但し、SmartContract

Chainlink Limited SEZCが開発を主導するChainlink

ネットワークは既に多数のブロックチェーンプロジェ

クトに機能統合がされており、世界最大規模の分散型

オラクルネットワークにまで成長していることから破

綻が起きる可能性は低いと思われる。

Polygon Technology社が破綻した場合は当該暗号資産

の価格に影響を及ぼす可能性がある。
該当しない − ー

OMG FoundationのホームページやTwitterが閉鎖さ

れ、コミュニティもないようなのでDAO化したとはい

いづらく発行体の存在も不明瞭の状態だが、価値喪失

はしていない。

−

TSB Gaming LimitedはThe Sandboxのプラットフォー

ムを統括する組織であるため、将来的に分散型組織に

なるべく進められているが途中で破綻により開発が遅

延又は停止した場合、価値が毀損する可能性がある。

ただし、発行済のトークン自体はチェーン上に流通し

ており、万一破綻した場合であっても発行者に依存し

ない利用用途が付加されている場合、価値が消失する

可能性は低い。



価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項
ー −

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されてい

るERC677トークンである為、価値移転記録者は

Ethereumに依存する。価値移転記録者の全てが同時に

破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪

失する可能性がある。ただし、ノードは各国に分散し

ており、全てが同時に破綻する可能性は極めて低いと

考えられる。また、ノード数は2022年8月26日時点で全

世界に約10,132存在しているため、価値移転記録者の

一部が破綻した場合であっても、価値移転作業に影響

はないと考えられる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2022年8月

26日）

バリデーターの全てが同時に破綻した場合は、価値移

転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

価値移転記録者はEthereumに依存し、価値移転記録者

の全てが同時に破綻した場合は価値移転の記録が停止

し価値が喪失する可能性はある。

ただし、記録者は各国に分散しており全てが同時に破

綻する可能性は低く、部分的に記録者が破綻した場合

は別の記録者で補填が可能なため価値損失の可能性は

低い。

−

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、大手ゲーム会社やWeb3ゲーム会社がバリデー

ターとして参画しており、全てが同時に破綻する可能

性は低いと考えられる。

ステーキングプールのLidoなど、バリデーターの占有

率が高い記録者が破綻した場合、価格の下落が予想さ

れるが、記録者の総数は50万以上存在し（2023年4月現

在）、世界各地に分散されおり十分な分散性があるた

め、価値喪失の可能性は低い。

−

ステーキングプールのLidoなど、バリデーターの占有

率が高い記録者が破綻した場合、価格の下落が予想さ

れるが、記録者の総数は50万以上存在し（23年4月現

在）、世界各地に分散されおり十分な分散性があるた

め、価値喪失の可能性は低い。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項 ー

信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が

失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録が

遅延する可能性がある。

また、信頼されるバリデーターが互換性のないソフト

ウェアのバージョンを使用した場合、大多数のバリ

データーが互換性のあるソフトウェアに移行するま

で、または、非互換のソフトウェアを使うバリデー

ターを投票プロセスから除外するという設定をするま

では価値移転の記録が遅延する可能性がある。

当該通貨のトラフィックはEthereumネットワークに依

存し、Ethereumは1秒当たりに処理可能なトランザク

ション数（TPS）が約15TPSとなっている。

Ethereumネットワーク上のトランザクションが過度に

増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる場合が

ある。

バリデーターの大多数のネットワーク接続が失われた

場合に接続が復活するまで価値移転の記録が遅延する

可能性がある。

当該通貨のトラフィックはEthereumネットワークに依

存し、Ethereumは1秒当たりに処理可能なトランザク

ション数（TPS）が約15TPSとなっている。

Ethereumネットワーク上のトランザクションが過度に

増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる場合が

ある。

・一旦、分岐したブロックの一方が否決された場合、

否決されたブロックに収録された取引は再び認証を得

なければ、次の送金が行なえなくなる

・記録者の目に留まらず、未承認データのまま放置さ

れる恐れがある

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブ

ロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性が

ある。

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記

録の遅延が発生する可能性がある。ただしSharding等

の記録処理能力を高めるアップデートによって性能を

向上される計画であるため、この問題解決に向けて開

発が進められている。

ー

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記

録の遅延が発生する可能性がある。ただしSharding等

の記録処理能力を高めるアップデートによって性能を

向上される計画であるため、この問題解決に向けて開

発が進められている。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項
ー −

LINKには、過去に発生したプログラムの不具合は存在

しない。但し、Ethereumブロックチェーンは、過去に

DAO事件と呼ばれるスマートコントラクトの脆弱性を

ついたハッキング事件が発生した。このハッキングに

よって大量のETHが流出することとなり、それを無効

とする為にEthereum Foundationはハードフォークを

実施した。ハードフォークに対してコミュニティ内で

意見が分かれ、結果としてEthereum Classic（ETC）

が誕生した。

2022年3月11日頃、アップデートによるバグの影響でバ

リデーターの2/3が合意できず、ネットワークが停止し

た事例がある。

2019年10月2日、脆弱性検証プラットフォーム

「HackerOne」のユーザーである「lucash-dev」は、

Multi Collateral Dai（MCD）へのテストネット段階

で、MCDシステムに保存されているすべての資金を

（1回の取引で）盗むことができるような バグが存在す

ることを報告した。テスト段階であったため、ユー

ザーへの被害はなく、バグはGithub上で修正された。

参照先：https://hackerone.com/reports/684092

参照先：

https://jp.cointelegraph.com/news/hackerone-user-

reveals-critical-bug-through-makerdao-bounty-

program

参照先：https://github.com/makerdao/dss/pull/67

2014年に、ブロック難易度の調整不具合でブロック

チェーンの同期が遅延するなど影響がでたことで、ア

ルゴリズムを変更した

ー

OMGとしては不具合の発生は確認されなかった。

Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアル

ゴリズムに関連するバグによって一時的に約30ブロッ

クの間スプリットが発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この際、一部のサービスプ

ロバイダが一時的にサービス提供を停止したことが確

認できた。

OMGへの影響は確認できなかった。

−

SANDとしては不具合の発生は確認されなかった。

Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアル

ゴリズムに関連するバグによって一時的に約30ブロッ

クの間スプリットが発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この際、一部のサービスプ

ロバイダが一時的にサービス提供を停止したことが確

認できた。

SANDへの影響は確認できなかった。

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況

Hederaのアップデートは約1カ月に一度行われてい

る。

アップデートに関する状況は以下のURLより確認でき

る。

https://docs.hedera.com/guides/docs/release-

notes/services

− − −

MKRは以前、単一担保のDaiに対応するためコントラク

トコードを更新した。

①初期のコントラクトアドレス（2016/4/9~)

https://etherscan.io/token/0xc66ea802717bfb983340

0264dd12c2bceaa34a6d

②現在のコントラクトアドレス（2017/11/25）

https://etherscan.io/token/0x9f8f72aa9304c8b593d55

5f12ef6589cc3a579a2

参照元：

https://medium.com/@MakerDAO/mkr-token-

upgrade-and-oasis-redeployment-2445482437d6

世界に先駆け2017年3月にSegWit対応のシグナルを開

始し、１週間程度のロックイン後、コードをメイン

ネットにデプロイし、世界初のActivate化

2023/1/4：v1.0.4

2023/3/17：v1.0.5

2023/6/22：v1.1.0

2023/8/24：v1.2.0

2023/9/28：v1.3.0

OMGの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生し

ている。

①2016年7月：DAO事件の際、ハードフォークを実施

②2022年9月15日に大型アップグレード「The Merge」

の実施によりEthereum、EthereumPoW、

EthereumFairに分岐。ただし、OMGはEthereumのみ

サポートしている。

−

SANDの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生し

ている。

①2016年7月：DAO事件の際、ハードフォークを実施

②2022年9月15日に大型アップグレード「The Merge」

の実施によりEthereum、EthereumPoW、

EthereumFairに分岐。ただし、SANDはEthereumのみ

サポートしている。

Ethereum上にデプロイされたSAND発行のためのス

マートコントラクトに脆弱性があった場合に不正に

SANDが盗み取られるリスクがある。ただし、これはス

マートコントラクトの脆弱性に起因しており、またこ

れらはその他のERC20系暗号資産にも当てはまり、PLT

固有の懸念点ではない。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れ、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある

Ethereum上にデプロイされたOMG発行のためのスマー

トコントラクトに脆弱性があった場合に不正にOMGが

盗み取られるリスクがある。ただし、これはスマート

コントラクトの脆弱性に起因しており、またこれらは

その他のERC20系暗号資産にも当てはまり、OMG固有

の懸念点ではない。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され

る等のリスクはある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの

改竄、不正取引、モナコインの複数同時保有する状況

などの不適切な状態に陥ることを排除しているが、未

検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などによ

り新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、

価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

2019年12月9日、攻撃者は40,000 MKRを使用してガバ

ナンスシステムから内部関数を呼び出し、DAI発行に使

用されているすべての担保資産を盗み出すことができ

るような脆弱性について説明するブログ記事が公開さ

れた。対策として、MKR保有者がガバナンスで緊急停

止を実行できるような機能が実装された。

参照先：https://medium.com/coinmonks/how-to-

turn-20m-into-340m-in-15-seconds-48d161a42311?

2020年10月26日、BProtocolはDeFiデリバティブ・プ

ラットフォームであるdYdXから、フラッシュローン

で、5万ETH（2,000万ドル＝21億円相当）を借り、

DeFiサービス最大手のAAVEに預け、700万ドル分にあ

たる1万3,000 MKRトークンの借り入れを行った。

BProtocolは、この借り入れたMKRトークンをガバナン

スにロックして投票プロセスをスタートしたのち、

ロックを解除し、AAVEとdYdXに返済した。ガバナン

スのセキュリティ措置である12時間が経過した後、

BProtocolの投票は実行された。今回、BProtocolはコ

ミュニティに害を及ぼすことは意図しておらず、「内

部の技術的な議論の引き金になることを目的としたも

の」であったと述べている。しかし、結果的にフラッ

シュローンを利用したガバナンス攻撃が可能であるこ

とを証明したことになった。MakerDAOは、緊急措置

として、Governance Security Module（GSM）の一時

停止時間を12時間から72時間に変更することを決定し

た。

参照先：https://coinpost.jp/?p=194871

EthereumとPeppermint間の移動はブリッジコントラク

トを介して行う設計となっており、当該ブリッジコン

トラクトの安全性確認がブロックチェーンの安定稼働

に加え必須となる。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

コントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資

産が盗み取られるリスクがある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れ、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性があ

る。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項



今後の非互換性アップデート予定

今後のアップデートではネットワーク管理ツールの改

善やEVM開発者のサポートが予定されている。

以下のURLよりアップデート予定が確認できる

https://hedera.com/roadmap

− − − ー − ー
2023年にSharding等の記録処理能力を高めるアップ

デートが行われる予定である。
−

2023年にSharding等の記録処理能力を高めるアップ

デートが行われる予定である。

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴

2023/3/9、複数のDEXにて計60万ドル相当のDAI、

USDT、USDC、WHBARが盗難された。攻撃から11時

間後にメインネットへのアクセスを停止する措置を行

い、攻撃から41時間後の3/11に修正プログラムを適用

したメインネットのアップグレードを実施した。

https://hedera.com/blog/analysis-remediation-of-

the-precompile-attack-on-the-hedera-network

− −
2021年12月4日にハッキングを受け、801,601 MATICが

盗難された。
ー

2018年5月に、セルフィッシュ・マイニング攻撃

（Block withholding attack）を受け、ブロックチェー

ンの大規模な再編成（reorg）が発生

ー − − −

【流通状況】

価格データの出所

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/hedera/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/iostoken

/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/chainlink/

出所：CoinMarketCap

 

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/polygon/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/maker/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/monacoi

n/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/oasys

/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/omg/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/qtum/

出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/currencies/the-

sandbox/

１取引単位当たり計算単価（ドル） $0.05 $0.01 $7.00 $0.87 $689.27 $0.45 $0.05 $1.12 $2.67 $0.59

１取引単位当たり計算単価（円） ¥7.40 ¥1.34 ¥934.77 ¥120.72 ¥91,988.73 ¥60.43 ¥7.05 ¥149.49 ¥368.02 ¥79.14

ドル/円計算レート 1ドル/147.15円（2023年9月8日時点） 1ドル/137.45円 1ドル/133.74円 1ドル/138.55 円 1ドル/133.74円 1ドル/134.34円 1ドル/147.70円（2023年9月7日基準） 1ドル/133.47円（2023年4月25日基準） 1ドル/137.83円 1ドル/133.61円

四半期取引数量（協会加盟会員合計） ー − − − なし 12,127百万円（2022年10月〜12月） ー − ー −

備考 ー ー ー

PolygonにはEthereumベースとPolygonベースの2種類

のMATICトークンが存在し、当社で取り扱うMATIC

トークンはEthrerumベースのトークンである。

ー ー ー

現在、OMGのプロジェクトはBOBA Networkへ移行し

ており、OMGのプロジェクト管理者であるOMG

Network及びOMGの公式サイト

（https://omg.network/）やブロックチェーンエクス

プローラー（https://omg.eco/blockexplorer）の閲覧

ができない状況となっていることを確認している。当

社では取扱い暗号資産に関して、必要となる法令や自

主規制団体の規則に従って情報収集及び取扱いリスク

の評価を行っており、現時点ではOMGの取扱いは継続

する方針であるものの、時価総額の低下が今後も継続

してOMGの取引に制限が発生する可能性が高くなる等

のリスクが顕在化した場合は、取扱いの中止を検討す

る。

ー

SANDにはEthereumベースとPolygonベースの2種類の

SANDトークンが存在し、当社で取り扱うSANDトーク

ンはEthereumベースのトークンである。



取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日 2023年8月4日 2023年5月8日 2023年4月25日 2023年5月8日 2023年3月2日 2023年4月26日 2023年5月8日 2023年10月30日

【基礎情報】

日本語の名称 シバイヌ ソラナ トロン ネム ステラルーメン テゾス シンボル ジパングコイン

現地語の名称 Shiba Inu Solana TRON NEM Stellar Lumens Tezos Symbol Zipangcoin

呼称 ー − ー ネム（ゼム） ステラ ꜩ、テゾス、テジー、Tezzie シンボル（ジム） ー

ティッカーコード（シンボル） SHIB SOL TRX XEM XLM XTZ XYM ZPG

発行開始 2020/7/31 2020年3月16日 2017年8月(ERC20) 2015年3月31日 2014年7月31日
2017年7月1日（ICO開始日）、 2018年9月17日（ベー

タネットがメインネットに昇格）
2021年3月17日 2022年2月17日

時価総額（ドル基準） $4,945,080,664 $8,157,419,944 $5,991,930,152 $307,248,160 $2,303,397,484 $941,334,165 $165,471,747 $2.473.467

時価総額（円基準） ¥706,024,139,514 ¥1,102,808,943,848 ¥803,707,720,996 ¥41,430,570,892 ¥314,268,139,484 ¥125,865,320,565 ¥22,284,129,842 \338.469.240

主な利用目的 送金、決済、投資

1.ステーキング

2.トランザクション手数料

3.ガバナンス投票

送金、決済、投資、スマートコントラクト 送金、決済、投資等 個人、中小企業向け送金、決済、投資 ステーキング、送金、証券化トークンの発行など
送金、決済、投資、ハーベスティング（ブロック生

成）による記録者への報酬

送金、決済、投資等

※送金及び決済は将来的な機能

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり なし

国内流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 ー − ー ー − ー - ー

利用制限の内容 ー − ー ー

管理者である「Stellar Development Foundation（ステ

ラ開発財団）」、出資者である「Stripe」社は発行から

5年間はXLMを売却不可

ー - ー

一般的な性格 Ethereumのブロックチェーン上で発行されたトークン

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産。

分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を

果たす特徴を持つ。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

一般人、中小企業、中小金融機関の間で直接的に資金

を移動可能なプラットフォームを利用するための暗号

資産

XTZは独自プロトコル上を走るアルトコインで、ス

テーキングのために預託したり、送金などに用いるこ

とができる。また海外では、プロトコルの堅牢さから

STOなどの発行プラットフォームに選ばれるケースが

増えており、不動産や金融企業による利用事例が存在

する。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への報酬と

して発行される暗号資産

分散型の価値保有・移転の台帳（ブロックチェーン）

上で発行され、データとして記録される。状況に応じ

て追加発行される。

法的性格（資金決済法第2条第14項第１号、第

２号の別）
第1号 第１号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第１号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
ー − ー ー − ー - ー

発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし なし なし なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
ー − ー ー − ー −

 保有者は、（販売者を経由して）ZPG（寄託物である

金現物の返還請求権を表彰）を金現物の市場価格と近

似した価格で売り渡す権利を有する。

支払請求（買取請求）による受渡資産 ー − ー ー − ー − 日本円（JPY）

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー − ー ー − ー − なし

発行者に対して保有者が負う義務 ー − ー ー − ー − なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による
金現物の市場価格に概ね連動するように随時決定・更

新

交換（売買）の制限 ー − ー ー − ー − なし

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

パブリック型ブロックチェーンとしてもプライベート

型チェーンとしても利用でき、パブリックとプライ

ベート間での相互運用も可能である

プライベート型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開（パブリック型ブロックチェーンのみ）

非公開

※ブロックチェーン運営組織に参加を許可する限定メ

ンバーにのみ公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

SOLの保有・移転の記録はパブリックブロックチェー

ンを採用している為、全て公開されている。しかし、

移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を

特定をすることはできない。

ハッシュ関数（SHA-256、RIPEMD-160）、楕円曲線

公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転記録には、ブロックチェーン運営組織に参

加を許可する限定メンバーのみアクセス可能であるこ

とから、当該メンバーのみブロックチェーン上の取引

履歴を全て把握することができる。顧客情報などは暗

号化して記録されるため、対外的な秘匿性は高い。

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

利用者の真正性の確認方法として、SOLは秘密鍵と公

開鍵を用いた公開鍵暗号方式に依存している。公開鍵

暗号方式では、ランダムに生成された秘密鍵と秘密鍵

をed25519と呼ばれる楕円曲線暗号によって生成を行

なった公開鍵によって真正性の確認が可能となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、ブロック

チェーンの利用者本人が、利用者本人が保有する秘密

鍵を用いて、移転データに署名し、記帳の際に、その

署名が本人の秘密鍵を用いて署名されたことを公開鍵

にて確認されることで、利用者の真正性の確認をす

る。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Stake (PoS)

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、保有している

基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承認）の

成功確率が上昇する承認方式。

SOLは、プルーフオブステーク（PoS）及びプルーフオ

ブヒストリー（PoH）、タワーBFTと呼ばれるコンセ

ンサスアルゴリズムに依存している。PoSのステーキン

グとスラッシングの仕組みによって、悪意ある攻撃の

経済合理性を低下させるように設計が行われている。

Delegated Proof-of-Stake Consensus (DPoS)コンセン

サスアルゴリズム。

一般にDPoSは、ネットワーク上のトランザクション承

認者数を制限することによって、高いレベルのスケー

ラビリティを提供することを目指すものであり、固定

数のブロック生成者が持ち回り （ラウンドロビン）で

ブロック生成を行う。このブロック生成者の選出に際

しては、ユーザーがTRXをロックすることで比例した

票を得ることができ、それを用いた投票を通じてブ

ロック生成者が選出される。得票数の上位27アカウン

トがブロックの作成者（取引の記録者）となる。この

ブロック作成者はSR(スーパー代表）と呼ばれている。

SRは6時間毎に選挙で選ばれることから、自浄作用によ

り不安定なブロック作成者は排除される仕組みとなっ

ている。

Proof of Importance

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引

を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の一つであり、保有している

基軸暗号資産の量および取引量に応じて採掘の成功確

率が上昇するブロックの承認方式。

Stellar Consensus Protocol

独自のProof of Stake系アルゴリズムであるLiquid

Proof of Stakeを採用している。Delegated Proof of

Stakeと異なりブロック生成者への預託は任意となるこ

とから、ブロック生成者の選定を行う自由度が上がる

設計になっている。

PoS＋（Proof of Stake＋）

コインの保有量だけでなく、最新の活動状況やユー

ザーからのハーベスティング（ブロック生成）委任量

など、Symbolエコシステムへの貢献度も加味して記録

者が選出されることで信頼性を確保している

PBFT(Practical Byzantine Fault Tolerance：ビザンチ

ン障害耐性アルゴリズム)を使用。コンセンサス・アル

ゴリズムは、記録者の全ノードのうち多数（２／３以

上）のノードの合意形成により、価値移転を記録、全

ノードにてその合意に基づく分散台帳記録を保管。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

ー − 有り（ビットコイン、イーサリアム） ー XRP ー

なし

NEMブロックチェーンがハードフォーク（分岐）し誕

生したわけではなく、新たに開発されたブロック

チェーンである

ー

【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称 SHIB 1 SOL

1TRX = 1,000mTRX　　　   ｍ：ミリ

1mTRX=1,000μTRX　　　  μ：ミクロン

1μTRX=1sun　　　　　　sun：サン

XEM XLM XTZ XYM

1ZPG = 1,000mZPG   ｍ：ミリ

1mZPG=1,000μZPG  μ：ミクロン

※小数点表記有

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 SHIB 0.000000001 SOL 1sun( = 0.000001TRX) 0.000001 XEM 0.0000001 XLM 0.000001　XTZ 0.000001 XYM 1μZPG（ = 0.000001ZPG）

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 日本円（JPY）

交換制限 ー − ー ー − ー − なし

制限内容 ー − ー ー − ー − ー

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし あり

価値連動する資産等の名称 ー − ー ー − ー - ゴールド（金現物）

価値連動する資産等の内容 ー − ー ー − ー -
ロコロンドン受渡適格の金地金（ロンドンのメタルア

カウントにて受渡となる金地金）

価値連動する資産との交換の可否 ー − ー ー − ー - 不可



価値連動する資産との交換比率 ー − ー ー − ー - 1ZPG= 1ｇ

価値連動する資産との交換条件 ー − ー ー − ー - ―

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 なし あり あり あり あり あり あり なし

付加価値（サービス）の内容 ー

Solanaは、スケーラビリティを最適化するパブリック

ベースレイヤーブロックチェーンプロトコルである。

開発者が制限なしに次世代のブロックチェーンアプリ

ケーションを構築するための理想的なツールキットを

提供することを目指している。Solanaブロックチェー

ンのネイティブトークンであるSOLの使用用途は、ス

テーキング、トランザクション手数料、ガバナンス投

票の3つがある。

スマートコントラクトの記録と実行

直接的な付加価値というわけでは無いが、一定数量以

上のXEMを所有するノードはハーベストに参加する権

利を得る

DEXの提供（StellarX： https://www.stellarx.com/）

形式検証を前提としたスマートコントラクトをOCaml

と呼ばれるプログラミング言語で実装したり、むやみ

にハードフォークなどでコミュニティが分割されない

よう、システムアップグレードに際しての意思表明や

決議のプロセスをオンチェーンで完結させられるオン

チェーンガバナンスという仕組みを導入している。前

者はスマートコントラクトのセキュリティを向上さ

せ、後者は開発の方向性に対するコントロールを高め

られる点が本プロジェクトの付加価値と言える。

・ノードを構築し1万XYM以上保有することで記録者と

してハーベスティング（ブロック生成）に参加がで

き、ハーベスティングが成功した場合、報酬を受け取

ることができる。

・保有するXYM分の権利を記録者に委任することで、

その記録者がハーベスティングに成功した場合、その

報酬の一部を受け取ることができる。

ー

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 ー

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況として、

Solanaブロックチェーン上にSerumやRaydiumなどの

分散型アプリケーションが開発されている。他にも多

くのアプリケーションが開発されており、以下のリン

クより確認できる。

参考：https://solana.com/ecosystem

安定してサービスが続いている ー 安定したサービスが続いている

2021年にはゲーム、NFT、フィンテック領域のプロ

ジェクトとMOUを結び、2022年にはメタバースやNFT

領域のプロジェクトのインキュベーションを行った。

また同年、IPと連携したNFTを発行したり、当該暗号

資産のNFTを取り扱うNFTマーケットプレイスを拡大

したりと、特にNFTに力を入れて活動を行っている。

プロトコルアップグレードも定期的に行っている。

https://www.acnnewswire.com/press-

release/english/72758/what-you-need-to-know-

about-tezos-(xtz)-in-2022

https://www.mclaren.com/racing/inside-the-mtc/nft-

guide/

https://rarible.com/blog/tezos-is-live-on-rarible-com-

check-out-blazing-futures-community-drop-ubisoft-

nfts-and-minting-to-get-started-2/

http://tezos.gitlab.io/protocols/012_ithaca.html

安定して提供されている。以下で確認が可能である。

https://symbol.fyi/blocks
ー

【発行状況】

発行者 あり あり あり ー あり あり プログラムによる自動発行 あり

発行主体の名称 Ryoshi Solana Labs, Inc. TRON Foundation Limited ー ステラ開発財団 （ https://www.stellar.org/ ） Tezos Foundation - 三井物産デジタルコモディティーズ株式会社

発行主体の所在地 なし

645 Howard St

San Francisco, CA, 94105-3903

United States

シンガポール ー 米国・カリフォルニア州 Dammstrasse 16, 6300 Zug, Switzerland - 東京都千代田区大手町一丁目２番１号

発行主体の属性等 インターネット上で活動していた匿名の人物 営利企業 非営利団体 ー 非営利団体 非営利団体 - 暗号資産発行事業

発行主体概要

SHIBは「Ryoshi」と名乗る匿名の開発者によって発行

された。

なお、同氏はSHIBの管理等は行っておらず、2022年5

月30日にShiba Inuエコシステムのプロジェクトから離

脱している。

発行主体であるSolana Labsは、パブリックブロック

チェーンプロジェクトとして、スマートコントラクト

を使用した分散ネットワークによって開発者が制限な

しに次世代の分散型ブロックチェーンアプリケーショ

ンを構築するための理想的なツールキットを提供する

ことを目的とした米国に拠点を置く民間企業である。

プログラムの開発及びネットワークの維持を目的とし

ている団体
ー ステラ開発財団 （ https://www.stellar.org/ ）

Tezos財団はスイスに拠点を置く非営利団体で、スイス

連邦内務省下のスイス連邦財団監督局の監督を受けて

いる。投資や技術など複数の委員会を抱えており、世

界中の団体にTezosプロジェクトやプロトコルの開発に

関する活動のための助成金を支給している。

-
三井物産株式会社の100％子会社であり、暗号資産発行

事業を営むために設立された。

発行通貨の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証さ

れる仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記

録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力。

保有・移転管理台帳の公開。

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性。

SOLの通貨としての信用力は、ネットワークに参加す

る記録者によって分散的に維持されている。2023 年5

月8日時点で記録者の総数は1,780であり、悪意ある

ノードの選出を防止している。

参照先：https://solanabeach.io/validators

投票によって選出された27のSRによって、移転記録が

認証される仕組みである。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記

録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・オープンなネットワーク上で固有のStellar

Consensus Protocolによって取引が承認され、暗号化

技術による堅牢なセキュリティ構造を有する

・取引が承認されるためにはバリデーター（承認者）

の合意が必要、承認された取引はグローバルに共有さ

れたパブリックな台帳に記録され、改ざん不可能

プロトコルは堅牢であり、また京都大学を始め世界中

の専門的知見や技術を有する主体に助成金が提供さ

れ、発展向上のための研究開発が日々進められてい

る。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による

記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

複数社により運用・管理されるブロックチェーン上

で、保有・移転記録が認証される仕組みで、以下の特

徴により信用力が強化されている。

・ブロックチェーン（保有・移転管理台帳）による記

録管理と、重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行方法 Ethereum ERC 20 Token Standard

トークン供給の分配は次のような割合である。

シードセールトークン：16.23%（79,290,466SOL）

ファウンディングセールトークン：12.92％

（63,151,982SOL）

バリデーターセールトークン：5.18％

（25,331,653SOL）

ストラテジックセールトークン：1.88％

（9,175,520SOL）

CoinListオークションセールトークン：1.64％

（8,000,000SOL）

チームトークン：12.79％

財団トークン：10.46％

コミュニティトークン：38.89％

その他の発行として、ステーキング報酬がある。ス

テーキング報酬の付与開始は、SOL発行開始日である

2020年3月16日からである。初年度のSOLのインフレ率

は年率8%に設定されており、その後毎年15%ずつ減少

し、11年経過後あたりからは1.5%で固定される。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳デー

タ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償としてプログラムにより自動発行。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行される暗号資産

ICO、プログラムによる自動発行、プロジェクトへのエ

アドロップ

2017年のICOを通じたプレセール、及びプログラムに

よる自動発行

約78億XYMがSymbolブロックチェーンのローンチに際

して行われたスナップショット時のXEM保有者に割り

当て。残りの約12億XYMはプログラムによる自動発

行。

会員受託分が、都度発行者より発行される

発行可能数 1,000,000,000,000,000 SHIB 上限なし 上限なし 8,999,999,999 XEM 50,001,806,812 XLM 上限なし 8,999,999,999XYM 390億円相当量

発行可能数の変更可否 不可 不可 可 不可（全量発行済みのため追加発行無し） 可 ステークホルダーの合意により可能 不可 可

変更方法 ー -

TRONSCAN上でSRが発行可能数の変更を提案し、その

提案に対して2/3以上のSRの同意を得られた場合に発

行可能数が変更される。

ー 発行プログラムの変更 発行プログラムの修正 - システムによる自動処理

変更の制約条件 ー - SRの2/3以上の賛成を得ることが必要となる。 ー − ー - ー

発行済み数量 1,000,000,000,000,000 SHIB 539,312,705 SOL 107,083,690,324 TRX 8,999,999,999 XEM
50,001,787,554 XLM（うち26,426,216,247 XLM（循環

サプライ））
935,902,326 XTZ 8,204,743,937XYM 38,616ZPG

今後の発行予定または発行条件 ー

ステーキング報酬による発行がある。ステーキング報

酬の付与開始は、SOL発行開始日である2020年3月16日

からである。初年度のSOLのインフレ率は年率8%に設

定されており、その後毎年15%ずつ減少し、11年経過

後あたりからは1.5%で固定される。

候補者報酬：127候補者は6時間ごとに1度選出され、

115,200TRXが各候補者が投票された投票数に応じて報

酬として分配される際に発行される。

SR報酬：3秒ごとに１つのブロックを生成した際の報酬

分（32TRX）として支払われる際に発行される。

ー − ー

ハーベスティング（ブロック生成）の度に記録者への

報酬として自動発行される。2023年5月8日時点の報酬

は約135.21709XYMになっている。

ただし、この報酬は262500ブロック(約91日)毎に減少

する。報酬額は以下の「Block Reward」にて確認が可

能である。

https://symbol.fyi/blocks

インフレスケジュール：

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1E1VzvpiFp

7Mo-Tu3Nt4irY-

KI1ll3cOu0WYVBRnu_yY/edit#gid=1971935194

利用者からの買い注文量が売り注文量を超えて、参照

資産の指標値と乖離が発生した場合に、都度、追加発

行される。



過去３年間の発行状況 SHIBは2020/7/31の初期発行以降発行されていない。

トークン供給の分配は次のような割合である。

シードセールトークン：16.23%（79,290,466SOL）

ファウンディングセールトークン：12.92％

（63,151,982SOL）

バリデーターセールトークン：5.18％

（25,331,653SOL）

ストラテジックセールトークン：1.88％

（9,175,520SOL）

CoinListオークションセールトークン：1.64％

（8,000,000SOL）

チームトークン：12.79％

財団トークン：10.46％

コミュニティトークン：38.89％

2018年4月5日から2021年6月9日にかけて6回のトーク

ンセールがあった。

その他の発行として、ステーキング報酬がある。ス

テーキング報酬の付与開始は、SOL発行開始日である

2020年3月16日からである。初年度のSOLのインフレ率

は年率8%に設定されており、その後毎年15%ずつ減少

し、11年経過後あたりからは1.5%で固定される。

5,039,830,224 TRX(2020年7月31日〜2023年4月25日)

https://tronscan.org/#/data/charts/trx/supply
ー 年1%増加

2017年7月に実施したトークンセールでの販売及びプロ

グラムによる自動発行

Symbolブロックチェーンのローンチ時に約78億XYMが

発行され、そのあとはハーベスティング（ブロック生

成）の度に記録者への報酬として自動発行されてい

る。

ー

過去３年間の発行理由 ー
ICOによる資金調達を目的として発行している。

その後の発行としてステーキング報酬がある。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のため

の、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・

代償として発行。

ー プログラムによる自動発行 資金調達、プログラムによる自動発行 初期発行と記録者への報酬 ー

過去３年間の償却状況 12,003,420,312 SHIB 2020年5月25日に11,365,067SOLの償却があった。

15,230,034,445 TRX(2020年7月31日〜2023年4月25日)

https://tronscan.org/#/data/charts/trx/generated-

burned

ー 2019年11月4日 55,442,000,000 XLM ー

2021年11月12日に実施されたハードフォーク「キプロ

ス」の際に25億XYMが償却されたが、同数が再生成さ

れた

ー

過去３年間の償却理由

①Vitalik Buterin氏の個人的な意向により、2021年5月

16日、総供給量の41%にあたる410,241,996,771,872

SHIBが焼却された。

②デフレトークンとするため、自動及びチームによる

手動でバーンされている。

透明性の高い方法でマーケットメイク契約を再構築す

るため、マーケットメイカーより総額3,365,067SOL、

財団より8,000,000SOLを受け取り、Foundation管理

ウォレット内のSOLの総額は11,365,067SOLとなった。

その後、11,365,067SOLの全量が、非循環供給アドレス

のホワイトリストウォレットに移され循環供給から償

却された。

①需給を改善して通貨の価値を高めるため

②USDD（ステーブルコイン）発行のため
ー

Stellar Development Foundationによる事業戦略上の理

由
ー

分散型、コミュニティ中心主義の資金運用体制の再構

築のため
ー

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり あり なし なし なし あり なし あり

監査を実施する者の氏名又は名称 Callisto Network Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. − ー − プライスウォーターハウスクーパーススイス -
以下の監査を実施予定

・三井物産株式会社（発行者親会社）

直近時点で行われた監査年月日 2023/5/15 2021年3月31日 − ー − 2020年6月30日（監査レポート発行日） - ー

直近時点における監査結果
低レベルの問題が一件確認されているものの、重大な

問題は確認されなかった。

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査によ

り、SOLのコントラクトに問題がないことが確認でき

た。

− ー − 無限定適正意見を取得 - ー

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

パブリック型ブロックチェーンとしてもプライベート

型チェーンとしても利用でき、パブリックとプライ

ベート間での相互運用も可能である

プライベート型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
ー - − ー − ー - ー

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容
ー - なし ー − ー - ー

価値移転認証の仕組み

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値移転認証の仕組みにPoSを採用しています。PoSで

は、ブロックの生成や承認の役割を担う記録者が利用

者及び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。記録者として選出されるためには

SOLをステーキングする必要があり、記録者が悪意の

ある行動を取った際にはスラッシュ（没収）が行われ

る。従って、記録者による攻撃のインセンティブを防

ぎ、セキュリティの向上が行われている。

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する

・台帳形式

・独自のStellar Consensus Protocolにより、選出され

た承認者（バリデーター）がトランザクションデータ

の承認を行う。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。ネットワークへの貢献について一定要件を

満たした記録者が、利用者および移転内容の真正性を

確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本

人が、利用者本人が保有する秘密鍵を用いて移転デー

タに署名する。

記帳の際に、当該署名が本人の秘密鍵を用いて署名さ

れたことが公開鍵にて確認されることで、利用者の真

正性確認態勢を確保する。

価値記録公開／非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開（パブリック型ブロックチェーンのみ）

非公開

※ブロックチェーン運営組織に参加を許可する限定メ

ンバーにのみ公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり なし あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 - 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

SOLは、Solanaブロックチェーン上に発行されている

暗号資産である為、コンセンサスアルゴリズムは

Solanaブロックチェーンが採用しているPoS及びプ

ルーフオブヒストリー（PoH）、タワーBFTに依存し

ている。タワーBFTはPBFTのPoHに適合するアルゴリ

ズムであり、ネットワークの過半数が投票していると

考えられるフォークに投票し続けることが記録者の利

益になる。また、PoS型のブロックチェーンでもあるた

め、記録者として選出されるためにはSOLをステーキ

ング（担保としてロック）する必要があり、記録者が

悪意のある行動を取った際にはスラッシュ（没収）が

行われる。それにより、記録者による攻撃のインセン

ティブを削減し、セキュリティの向上が図られている

TRONにおけるトランザクションの記録は、DPoS

（Delegated Proof of Stake）と呼ばれるコンセンサス

メカニズムを通じて行われる。SR（ブロック生成者）

が持ち回り（ラウンドロビン）でブロック生成を行う

が、このSRの選出に際しては、ユーザーがTRXをロッ

クすることで投票権を獲得し、その投票により選出さ

れる。得票数の上位27アカウントがSRとなる。SRは6

時間毎に選挙で選ばれることから、自浄作用により不

安定なSRは排除される仕組みとなっている。このこと

から、セキュリティ耐性があると考えられる。理論

上、27アカウントのSRのうち19が正常に振る舞えば改

竄耐性を持つと考えられる。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および Eigentrust

++ によるノードの過去動作を監視した評価軸とノード

の計算作業量をもって移転記録が認証される仕組みを

用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得るこ

とによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確

保する。

バリデーターが取引についての投票を行い、合意が得

られた取引については承認を行う事により信頼性を確

保する

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者によ

る多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用

い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保

する。

アルゴリズムによって選出された記録者の67％がその

価値移転について賛成票を投じることで認証される仕

組みを用いているため、信頼性の確保が可能である。

価値移転のためのネットワークにつき、アクセスが許

可されたもののみ参加できる構成とし、信頼性の担保

を図る。

【価値移転の記録者】

記録者の数
706,931 バリデーター（2023年8月4日）

https://beaconscan.com/

SOLが発行されているSolanaブロックチェーン上の記

録者は、2023年5月8日時点で1,780であることが確認で

きる。

参照先：https://solanabeach.io/validators

ステークホルダーから支持された上位27アカウントが

記録者（SR）となる。

https://tronscan.org/#/sr/representatives

152（2023年5月8日時点）

https://nemnodes.org/nodes/

122 アクティブノード

-うち 72 ウォッチャーノード

-うち 50 アクティブバリデーター（うち 39 フルバリ

データー）

603

https://tezos-nodes.com/

977ノード

※2023年5月8日時点

https://symbol-explorer.com/nodes

1社（株式会社デジタルアセットマーケッツ）

記録者の分布状況

Ethererumに依存する。

2023年5月12日時点では主に米国（45.9%）、ドイツ

（21.4%）に存在する。

記録者の多くは米国、欧州、日本に分布している。

参照先：https://solanabeach.io
不特定 世界中に分散

主にアメリカ、ドイツ、シンガポールに所在。

参照：https://stellarbeat.io/
不特定

以下で確認が可能である。

https://symbol.fyi/nodes

主に、ドイツ、日本、リトアニア

日本

記録者の主な属性

Ethereumに依存する。

Ethereumでは32ETH以上をステーキングすることで記

録者になることができる。

記録者について確認をした結果、必要な要件を満たす

ことで誰でも記録者としてネットワークに参加するこ

とができ、公式エクスプローラーにてアドレスを確認

することができる。しかしながら、記録者の属性を特

定する情報は公開されていない。

不特定、誰でも一定の要件を満たすことで記録者にな

ることができる。

一定数のXEMを所有する者であれば誰でも自由に記録

者になることができる
−

XTZの保有を背景に、ステーキングノードを運用する

主体

1万XYMを所有する者であれば誰でも自由に記録者にな

ることができる

ブロックチェーン運営組織（※）の業務執行者

※構成員：株式会社デジタルアセットマーケッツ（暗

号資産交換業者）、三井物産デジタルコモディティー

ズ株式会社（発行者）



記録の修正方法
記録者が合意し、各記録者が保管する体調の修正を自

ら行う。

ネットワーク上のノードが特定のフォークに投票する

たびに、投票はスロットと呼ばれる一定期間のハッ

シュに制限される。現在のネットワークの設定では、1

つのスロットに約400ミリ秒の時間が設定されている。

400ミリ秒ごとにネットワークはロールバックポイント

を持っているが、それ以降の投票を行うたびに、その

投票をアンロールするまでにネットワークが停止しな

ければならない時間が2倍になる。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自

ら行う。

取引が一旦記録されると、取引は変更することができ

ない。承認された送金はキャンセルすることができな

いので、その送金を無効とするためには反対の取引を

別途行う必要がある。それらの履歴は全てブロック

チェーン上に記録される。

− 修正や変更は行えない
取引の記録がファイナライズされると、記録を修正す

ることができない。

ブロックチェーン運営組織における全構成員の合意に

基づき、保管する台帳の修正を記録者が行う。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、

記録者が十分に多数であることによって、個々の記録

者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている。

Solanaブロックチェーンにおいて、記録者には誰にで

もなることができ、広く分散している為、ネットワー

クに参加する個々の信用力ではなく全体の信用力を記

述する。記録者の一部が結託をして悪意ある判断をす

る可能性は否定できないが、記録者として活動するた

めには担保としてSOLのステーキングが必要であり、

スラッシュ（没収）の仕組みも実装されている。これ

によって記録者が悪意ある判断を行う合理的なインセ

ンティブが発生しないように設計が行われている。

記録者の2/3以上が共同不正をしなければ取引記録の改

竄は出来ない仕組みとなっている。記録者は6時間毎に

選挙で選ばれることから、万が一不適切な記録者が出

現しても自浄作用が機能する仕組みとなっている。

ネットワーク内における参加ノード間でトランザク

ションが共有・検証され、不正なトランザクションは

除外され、また不正なトランザクションを送信する

ノードの評価を下げることで、ネットワーク内の健全

性と信用を保つことを基礎としている。

台帳プログラムに実装されている連合ビザンチン合意

（FBA）のスキームが台帳記録の信用力を保証する。

このスキームは従来型のビザンチン合意のスキームを

応用したもので、信頼できるノードの集合体がトラン

ザクションの承認を行えるようにすることで、XLMの

システムをより強固にByzantine Fault Toleranceなもの

としている。

記録者に対する信用に依存しなくともプルーフ・オ

ブ・ステークのメカニズムを通じて報酬を得ようとす

る記録者の存在により安全性が高まる仕組みになって

いる。

記録者がハーベスティング（ブロック生成）に参加す

るためには1万XYM以上を保有する必要があり、また

ハーベスティング確率が決まる重要度スコアは保有額

だけではなく、最新の活動状況やユーザーからのハー

ベスティング委任量など、より積極的にネットワーク

に貢献する記録者ほどハーベスティングを行う機会を

得る仕組みとなっていることにより、記録者の信用力

が担保できる。

ブロックチェーン運営組織における全構成員の合意に

より記録がなされることから、記録保持の仕組みその

ものを記録者の信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし あり なし なし なし なし あり なし

監査を実施する者の氏名又は名称 ー Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. − ー − ー Trail of Bits ー

直近時点で行われた監査年月日 ー 2021年3月31日 − ー − ー ¥44,184 ー

その監査結果 ー

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査によ

り、SOLのコントラクトに問題がないことが確認でき

た。

− ー − ー 問題なし ー

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 ー - − ー − ー - ー

統括者の所在地 ー - − ー − ー - ー

統括者の属性 ー - − ー − ー - ー

統括者の概要 ー - − ー − ー - ー

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有す

る処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変

することができる。

価値移転ネットワークはSolanaブロックチェーンが採

用しているコンセンサスアルゴリズムであるPoS、PoH

及びタワーBFTに依存する。BEOSIN社による監査の結

果、SOLの価値移転に関して脆弱性は見つけることが

できなかった。

記録者（SR）の2/3が結託して共同不正を行うと、記

録台帳及びプログラムを改竄されるおそれがある。

高い重要度を持つ記録者が多数結託した場合に、台帳

とデータが改ざんされる可能性はある

信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台

帳とデータは改ざんされる可能性がある

経済合理性にそぐわない行動を許容する主体が現れた

場合、不正な取引の記録などが可能となる。

67％以上の悪意を持った記録者の結託によって記録台

帳を改竄することができる。

記録処理はノードを単位として複数の拠点に分散して

いるが、全体のノード数をnとした場合、（1/3×n +

1）を超えるノードを攻撃等により支配された場合にリ

スクがある。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

SOLが発行されているSolanaブロックチェーンでは、

楕円曲線暗号としてed25519を用いている。保有情報の

証明に必要な秘密鍵の管理は保有者に依存しており、

第三者に秘密鍵自体を知られた場合は、利用者になり

すまして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、第三者が利用者

になりすまして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

保有情報の証明に必要な秘密鍵を第三者が単独で特定

することは困難であるが、管理は保有者に依存してお

り第三者に秘密鍵が漏洩した場合は、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項
ー

SOLの発行者であるSolana Labsは、開発をリードして

いる組織であるため、破綻により開発が遅延又は停止

した場合、価値が毀損する可能性がある。ただし、

SOLの発行及び記録が行われているSolanaブロック

チェーンはすでにリリースされ分散型の運用が行われ

ていることから、発行者が破綻したとしても価値が完

全に消失する可能性は低いと考えられる。

− ー −

発行者が破綻した際の価格への影響は大きいと考える

が、2017年からの運用実績があることから直ちに破た

んする可能性は低い。

2023年5月8日時点の記録者数は977ノードあり、この

すべてが破綻する可能性は低い。また一部の記録者が

破綻したとしても、他の記録者に入れ替わってハーベ

スティングを行うことから価値喪失の可能性は低い。

発行者が倒産などの事情により、ZPGに表章された寄

託物である金地金の返還請求権に対応する債務の履行

が困難となった場合は、発行者が別途契約を締結する

銀行により寄託資産の時価換算相当額が株式会社デジ

タルアセットマーケッツに支払われ、同社は当該支払

額に基づき、暗号資産を買い取ることとなる。ただ

し、保全される金額はその時点における時価換算額で

あり、元本を保証するものではない。

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、ノードは各国に分散しており、全てが同時に

破綻する可能性は極めて低いと考えられる。また、バ

リデーターは2023年8月4日時点で全世界に約706,931存

在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場

合であっても、価値移転作業に影響はないと考えられ

る。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker

参照先：https://beaconscan.com/

SOLの価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合

は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性

がある。ただし、ノードは分散しており、全てが同時

に破綻する可能性は低いと考えられる。また、記録者

は2023年5月8日時点で1,780存在しているため、価値移

転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移転

作業に影響はないと考えらる。

参照先：https://solanabeach.io/validators

− ー −

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値

移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。

ただし、ノードは上記「記録者の数」にて記載した通

り分散しており、全てが同時に破綻する可能性は極め

て低い。部分的に記録者が破綻した場合は別の記録者

で補填が可能。

2023年5月8日時点の記録者数は977ノードあり、この

すべてが破綻する可能性は低い。また一部の記録者が

破綻したとしても、他の記録者に入れ替わってハーベ

スティングを行うことから価値喪失の可能性は低い。

ZPGトークンの価値移転記録はプライベート型ブロッ

クチェーンに記録される。したがって価値移転記録者

の破たんにより価値移転ネットワークが機能しなくな

ることで、価値を喪失する可能性があるが、その場合

には、管理者であるブロックチェーン運営組織が業務

執行（記録）代行者を任命し、ブロックチェーンにお

ける価値記録機能を維持する。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台

帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある

SOLの移転記録の遅延可能性は、Solanaブロック

チェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムで

あるPoS、PoH及びタワーBFTに依存する。PoH及びタ

ワーBFTを用いるSolanaブロックチェーンにおいて、1

秒当たりに処理可能なトランザクション数（TPS）は

65,000TPSとされている。これを大きく上回るトラン

ザクションが発生した場合、記録処理が追い付かなく

なり移転の記録が遅延する可能性がある。

万が一ブロックチェーンに分岐が生じた場合は、当該

取引はキャンセルされ移転の記録に遅延が生じる可能

性がある。また、不安定なSR（記録者）が選ばれた場

合、当該記録者を通過する取引について遅延する可能

性がある。ただし、記録者は6時間毎に選挙で選ばれる

ことから、万が一不安定な記録者が選ばれたとしても

自浄作用が機能し遅延は解消される。

トランザクション処理性能が最大で1秒あたり2トラン

ザクションであるため、大量のトランザクションがご

く短い期間で発生した際、記録処理が追いつかずトラ

ンザクションのブロックチェーンへの取り込みが遅延

する可能性がある。

・信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続

が失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録

が遅延する可能性がある

・信頼されるバリデーターが互換性のないソフトウェ

アのバージョンを使用した場合、大多数のバリデー

ターが互換性のあるソフトウェアに移行するまで、ま

たは、非互換のソフトウェアを使うバリデーターを投

票プロセスから除外するという設定をするまでは価値

移転の記録が遅延する可能性がある。

トランザクション数が処理能力を超えて増大すると台

帳への記録の遅延が発生し、取引がキャンセルされる

可能性がある。

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブ

ロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性が

ある。

ただし、ストレステスト実施結果によると、処理性能

が1秒あたり400トランザクションであるため、それ以

上の大量のトランザクションがごく短い期間で発生し

た際に限ることから、遅延する可能性は低い。

処理能力を超えるトランザクションの発生が確認され

た場合、移転の記録が遅延する可能性がある。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある

BEOSIN社によるSOLのスマートコントラクトの監査の

結果、SOLのスマートコントラクトには既知の脆弱性

は見つからなかった。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。

どのようなプログラムにも当てはまるが、プログラム

に不具合が見つかり新しいバージョンをリリースした

ものの、記録者が適正にアップデートを行わずに依然

古いバージョンを使用している場合に、その不具合を

攻撃されるリスクはある。これを回避するため、NEM

のブロックチェーンネットワークを構成する記録者の

ノードは、バージョンアップ要求に対して２度、怠る

と自動的にネットワークから外される仕様としてい

る。

− ー

他の暗号資産同様に未検出のプログラムの脆弱性やプ

ログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用

し、データが改竄される等のリスクはある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などに

より新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れ、価値移転の記録が正常に行われなくなる可能性が

ある。



非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況
ー

SOLは、Solanaブロックチェーン上に発行されてお

り、過去に非互換性アップデートの状況は確認できな

かった。

− 2021年12月1日：Harlock Ⅱ − ー − ー

今後の非互換性アップデート予定 ー − − ー − ー − ー

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 ー − − ー − ー − ー

【流通状況】

価格データの出所

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/shiba-inu/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/solana/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/tron/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/nem/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/stellar/

出所：CoinMarketCap

URL：hhttps://coinmarketcap.com/currencies/tezos/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/symbol/

ー

１取引単位当たり計算単価（ドル） $0.00 $20.66 $0.07 $0.03 $0.09 $1.01 $0.03 $64.05

１取引単位当たり計算単価（円） ¥0.00 ¥2,790.60 ¥8.86 ¥4.56 ¥11.87 ¥134.27 ¥3.99 ¥8,765.00

ドル/円計算レート 1ドル/142.65円（2023年8月4日） 1ドル/135.19円 1ドル/134.10円 1ドル/134.67円 1ドル/136.44円 1ドル/133.74円 1ドル/134.84円 1ドル/136.84円

四半期取引数量（協会加盟会員合計） ー − ー ー − ー ー ー

備考 ー

SOLは、2020年3月16日に初期発行が行われ、初年度の

インフレ率は年率8%に設定されていた。その後年率の

インフレ率は毎年15%の割合で低下していき（当該年

度のインフレ率＝前年度のインフレ率＊0.85）、11年

経過後あたりからは1.5%で固定される仕組みである。

上記インフレ率に基づき発行されたSOLは、いずれも

記録者へ分配される。

2022年7月、米国の投資家が、Solana開発企業やリード

インベスターに対して訴訟を起こした。未登録の証券

販売からインサイダーが利益を得ており、一般投資家

が損害を被ったとして補償を求める訴訟が発生してい

る。

ー ー ー ー ー ー

−−ー

日本時間2019年5月16日に約67分間ネットワーク停止

の不具合が発生した。現在は復旧・解決済みであり、

当該事故から現在までに同様の不具合は発生していな

い

2023年2月27日午前1時時点（JST）ブロック4129631の

生成後にNEMのブロックチェーンネットワークが停止

した。

この事象は不具合のあるトランザクションが未確認ト

ランザクションに含まれたことで発生したが、不具合

のあるトランザクションの有効期限が切れた後、ブ

ロック生成は正常に再稼働した。

2023年5月8日時点、この不具合は解決されている。

https://hackmd.io/@syndicate/postmortem-270223

−
過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項
−

・2022年8月3日、SolanaのDeFiとNFTをサポートする

ファントムウォレットの利用者に対して大規模なハッ

キングが発生し、約8,000件のウォレットで10億円相当

の資金がハッカーの所有するアドレスに送金されてい

ることがわかった。調査の結果、ウォレットプロバイ

ダーである「Slope」の秘密鍵の管理方法に問題があっ

たことが判明した。

・2022年6月1日16:30（UTC時間）、Solanaのメイン

ネットベータクラスターは、durable nonceトランザク

ション機能のバグに起因するコンセンサスの停止によ

り、ブロックの生成を停止した。その後4時間半にわた

り、バリデータのオペレーターが最も進んだポイント

を特定し、一斉にネットワークの再起動を行い、その

結果、durable nonceトランザクションが一時的に無効

化された。ブロック生成は同日21:00（UTC時間）に再

開され、ネットワークオペレータはその後数時間にわ

たってクライアントサービスを復旧させ続けた。な

お、金銭的な損失は確認できなかった。

・2022年4月30日20:30（UTC時間）、Solanaのメイン

ネットベータクラスターは、コンセンサスの停止によ

り、ブロックの生成を停止した。 その後7時間にわた

り、バリデータ・オペレーターは最も進んだポイント

を特定し、共同でネットワークの再起動を行った。ブ

ロック生成は5月1日（日）03:30（UTC時間）に再開さ

れ、ネットワークオペレータはその後数時間にわたっ

てクライアントサービスの復旧を続けた。なお、金銭

的な損失は確認できなかった。

・2021年9月14日、SolanaのネットワークはDoS攻撃に

より、17時間オフラインとなったが、資金の損失はな

くネットワークは24時間以内に完全に復旧した。DoS

攻撃の要因となったのは同日の12:00（UTC時間）に

Grape ProtocolがRaydium上でIDOを開始し、botがト

ランザクションを生成してネットワークに殺到させた

からである。これらのトランザクションはメモリの

オーバーフローを引き起こし、多くのバリデータをク

ラッシュさせ、ネットワークの速度を低下させ、最終

的にはダウンさせた。バリデータネットワークがブ

ロックチェーンの現状について合意に至らなかったた

め、ネットワークはオフラインになり、新しいブロッ

クの確認ができなくなった。

・2020年12月4日のUTC午後1時46分頃、メインネット

ベータネットワークがスロット53,180,900でブロックの

生成を停止するというバグがあり、一時的にネット

ワークが停止された。結果的には、金銭的な損失など

はなく、開発者チームとバリデーターコミュニティの

協力により問題が発生してから6時間以内にネットワー

クを正常に再起動した。

参照リンク：https://solana.com/news/06-01-22-

solana-mainnet-beta-outage-report-2

参照リンク：https://solana.com/news/04-30-22-

solana-mainnet-beta-outage-report-mitigation


